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円
十
す
ぎ
た
結
果
発
生
と
実
行
行
為

｜
｜
一
速
の
わ
為

を
め
ぐ
る
与
察
｜
｜

壁子

完

や
ひ
／
ヘ
ノ
ヤ
｝

j
h町
、
1

L

ひ
1
1
h

行
為
者
白
身
心
複
数
日

、
判
つ
か
の
犯
時
的
科
長
を
立

ιし
た
場
合
に
つ
い
て
、
判
例
ト
、
複
伎
の
行
為
戸
も
悶
わ
、
り
ず

桐
心
付
お
」
て
あ
る
こ
と
や
根
拠
に
罪
責
が
決
ま
る
場
九
円
い
？
の
る
つ
し
か
も
、
こ
の

に
よ
る
解
決
は
、
構
成
支
件
ユ
山
市
性
、
注
法
性
お
よ
び
即
日
奴
の
判
断

17ζ
、
犯
罪
ヘ
酬
の
し
た
る
箇
所
ご
見
つ
れ
る
じ
し
か
て

必
の
行
鳴
門
～
」
必
い
し

「
必
の
行
為
」

述
の
行
為
」
と
許
制

rる
以
拠
子
J

J

L

全
体
的
年
祭

ゃ
「
時
間
的
・
場
川
的
辺
一
桜
川
聞
が
あ
げ
ら
れ
る
い

1
F～
ま
り
、

性
や

μ
判
化
の
日
断
茶
準
お
よ
吋
）
匂
一
、
の
要
刊
は
必
ず
し
4
明
り
か
で
は
h7mr
っ
た

近
午
、

い
わ
ゆ
る
「
ク
打
ロ
ホ
ル
ム
殺
人
事
件
日
決
（
［
岡
山
叶
裁
決
｛
忍
L

成
一
九
年
一
司
ノ
二

U
刑
集
h
八
巻

、
。
、
ご
、

オ
i
d

マ

一
ヘ
三
円
二
が
、
－
寸
然
的
観
察
に
よ
れ
ば
複
数
存
仕

γ
る
行
持
を
、
構
成
一
見
件
該
当
性
心
叩
寸
断
ト
、

連
日
行
為
l

乙
評
似
一
q
J

る
1
細
な
主
的
不
を
は
じ
め
て
明
ら
引
に
し
に
。
池
方
、
長
決
平
成
ハ
〉
午
六
刀

五
川
川
川
集
z
ハ
半
世
］
六
号
一
八
五
九
円
以
お
払
び
最
渋
川
ト

以
ム
一
’
q
二
月

刈
一
日
刊
時
二
｛
〕

f
L
口
勺
一
六
C
P
H
で
は
、

4
M

一
利
山
川
山
側
の
成
否
士
め
ぐ
っ
て
、
防
衛
行
為
に
町
民
す
る

ー
一
の
行
為

；宝
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c8 

の
判
開
幕
内
が
相
次
い
で
シ
じ
れ
丈
た
め
、
ペ
ベ
γ
一点

J
U

の
意
義
が
あ
ら
た
め
て
問
い
宿
さ
れ
る
に
し
い
た
っ
た
r

宇一コ
T
1
J

、
に
じ
ノ
ノ

f
i
l

本
い
析
は
、
か
よ
う
な
「
述
の
行
為
」

の
実
珂
的
内
い
れ
お
よ
y
J
世
帯
刊
を
川
明
ら
か
に

γ
る
4
一
の
で
あ
る
日
小
、
紙
一
仰
の
お
ム
円
か
ら
元
に
泊

も
n判

へ
た
問

ay況
を
杭
羅
的
に
講
ず
る
い
一
乙
は
さ
き
主
い
そ
の
た
め
、
構
成
変
刊
誌
υ
性
同
断
の
場
而
に
お
け
る

「
庄
の

k
九
」
を
快

品
付
九
五
こ
「
る
が
、

か
よ
う
な
問
辿
に
つ
、
て
功
例
お
よ
ひ
一
三
訟
で
、
一
遣
の
行
為
」
が
こ
の
よ
～
に
ぢ
え
ら
れ
に
治
を
概
刊
了

し
川
ず
る
に
あ
た
打
、
実
む
の
若
子
乙
実
行
J
J

じ
為
の
潟
係
性
や
犯
罪
論
に
お
け
る
犯
行
一
計
ー
山
の
位
出
づ
け
を
説
、
え
浩
一
q
J

契
絞
ζ

な
っ
た

平
す
戸

r結
川
会
ん
作
ハ
ヤ
」
素
材
と
し
て
『
九
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
じ

円
「
ぎ
と
結
出
市
μ
伊ムヰ

と
は
、
犯
行
計
両
に
よ
れ
ば
、
準
情
的
J

説
明
ム
行
為
を
終
え
と
第
二
心
為

ιよ
い
り
尚
一
成
災
件
的
結
巾

f
r
A

起
し
よ
う
し
し
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
治
行
為
L

よ
り
巾
」
該
紡
呆
が
託
パ
ー
し
て
い
た
ぬ
合
を
い
沿
っ
迂
る
ほ
ど

日
ー
す
ぎ

f
結
束
発

とド

は
、
昨
ぃ
例
お
上
び
学
説
一
も
最
終
的
い
に
凶
川
県
民
日
開

開
店
と
さ
れ
る

し
か
し
、
か
よ
う
な
待
出
識
と
論
じ
る
前
に

の
問
題
は
、

h
u

［
ろ
実
行
行
為
牲
の
問
題
と
考
え
つ
れ
る
わ
一
ム
T
Kわ
ち
、
「
与
す
ぎ
に
社
長
発

4

は
、
行
為
者
の
計
一
脳
に
よ
れ
ば
、

治
行
為
げ
か
押
絵
的
行
為
て
あ
り
、
付
お
喜
ば
第
一
行
為
一
け
川

rp
つ
犯
界
幹
来
日
ザ
宇
マ
ヂ
日
可
能
性
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
に
事
t

久
で
あ

勺
し
そ
れ
ぬ
乙
、
こ
の
問
題
は
、
行
為
，
JY
り
ド
制
的
日
川
町
JEγ
ズ
亡
、
げ
の
む
宮
山

r川
ゴ
法
規
の
解
釈
い
ζ

り
専
か
れ
た
構
成
要
件
に

殺
人
の
副
官
か
ら
、
治
一
行
為
に
実
行
行
為
の
存
r引
が
認
や
り
れ
る
か
小
い
か
の
倹
討
な
要
す
る
構
成
要
件
夜
一
↓

性
心
｛
疋
羽
的
判
断
の
間
留
で
も
あ
る
J

か
よ
う
な
問
題
芯
訟
か
ら
、
以
下
で
は
、

川
て
は
め
一
わ
L
L
で

速
の
ノ
行
為
の
構
造
合
明
ら
か
に
す
る
町
民
）
し
て
、

ド
イ
ソ
お
よ
び

U
本
の
「
円
ず
一
さ
た
結
果
発
宇

仁
悶

J
1
3川
市
川
を
叩
ん
い
収
・
検
討
し
た
後

に
つ
い
て
危
険
刊
の
側

「
述
の
行
為

間
に
沈
草
示
直
き
つ
つ
私
i
y
J
ゼ
述
べ
γ

戸
ご
と
に
し
に
い
。
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ド
／
サ
ノ
及
び
刊
本
の
刈
一
刻
と
そ
の
検
一
一
一
日

「
市
了
ぎ
に
続
出
本
代
f
牛

の
問
忍
に
つ
L
て
、
近
年
相
次
い
で
、

ド
イ
ソ
ζ

巨
木
で
主
誤
判
例
が
山
さ
れ
た
J

ま
ず
は
、
旦
！
く
か
っ

ヤ
一
の
問
題
七
三
附
議
し
て
き
た
ド
ノ
パ
l
y
の
判
例
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

1
1
）
ト
イ
ツ
心
諸
判
所

i
J
ソ
で
は
、
浅
川
か
ら
羽
子
ま
で
叫
付
の
判
例
が
み
ら
れ
る
c

す
な
わ
ち
、
市
当
裁
判
所
九

九
年
一
月
一
一
川
内
決
「
回
口

コ
U
P
L
f
｝
沼
山
内
ヤ
マ
山
｝
む
＼

1
一
邦
通
吊
裁
川
市i

九
j
河
年
l
月
六
日
判
決

5
t
〉
喝
さ
U
U
叩
出
足
以
｛
ご
、
同
一

～
ノ
＼
ノ

r
l
～
／
＼
 

日

uu
判
決
へ
民

2
r
D
Zげと
N
’
に
き
戸
店
叫
（
）
也
叫
）
、

矛ο

よ

（ 

者こ
をフ；：

~ I~ 
扱三

［、J日
「判
tた

L'. 
Cf, 

P吋

民
主5

出品叶日『）

で
？
の
る
本
柏
て
は
、
近
。
に
お
け
る
対
照
的
日
判
例
ー
し
し
て
、
後

ま
ず
、
訣
殺
ほ
巡
ど
認
め
た
忠
邦
通
常
裁
川
門
川
↓

r
J
O
二
丘
四
月
ワ
ヨ
判
決
を
み
て
お
一
、
つ
v

こ
の
申
案
は
、
次
り
通
り
て

あ
る
今
一
被
竹
人
ら
が
い
悦
半
］
若
心
静
脈
に
｛
何
十
七
点
、
注
射
ー
じ
れ
っ
こ
し
仁
で
殺
圭
］
し
よ
二
J

と
し
て
、
被
害
芸
心
反
抗
を
川
川
圧
す
る
た
め
↓
以
部
お
よ

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

び
頚
部
を
殴
打
し
つ
つ
一
昨
3
え
つ
け
、
左
肘
付
近
い
竺
気
、
け
一
射
古
し
丈
仁
被
告
人
、
つ
は
被
工
ロ
ヌ
を
古
気
、
引
射
に
よ
り
殺
出
［
ど
ん
ち
の
と

考
え
て
い
わ
け
つ
、
交
際
の
死
因
ば
、

川
町
打
時
に
仕
と
た
市
喉
川
（
H
市
川
お
よ
び
山
山
川
J
U
K

飲
み
込
ん
に
こ
と
に
、
竺
ム
M
P平
忌
死
で
あ
っ
た
戸

裁
判
所
は
、
被
山
人
ら
が
f
F
Y
J
的
枚
岩
（
殺
意
）

か
っ
偽
造
花
の
記
を
さ
起
L
Tー
も
の
と
認
め
て
、
本
件
を
凶
染
経
過
心
涜
税
の
事

ヘ
）
（
守
ぷ
昨
H
L｝

司
じ
た
事
象
片
山
町
過
と
行
為
諸
に
よ
一
っ
て
衣
象
予
れ
止
対
果
怪
渦
の
食
い
危
い
が
、
北
本

diyと
ヲ
行
υ

ず
な
り
つ

質
的
な
も
の
で
あ
り
、
川
若
心
因
果
経
出
が
体
J

似
値
で
あ
る
場
台
、
引
ょ
う
ば
hpr

＼
い
占
～
い
は
、
政
自
の
猷
U

か
ら
み
て
注
常
J

平
安
で
は

五
二
古
川
リ
一
経
過
の
表
明
主
に
F

ふ
れ
ば
、

絞
心
行
A
C
は
じ
吟
て
J

月
九
円
恥
何
本
を
ち
山
起
し
よ
「
と
し
た
行
為
名
刀
、

な
、
」
；
い
う
。
ま
に

～市川ム可結果
V
先
行
す
る
行
為
に
よ
り
？
で
に
実
現
し
て
し
王
っ
た
場
台
、

行
為
者
か
一
助
為
結
果
吉
荒
川
出
。
J

る
／
行
為
の
F

川
に
末
命
）
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c8 

界
を
す
？
に
乗
り
越
え
z
l
h

か、

あ
る
い
は
、
少
k
f
c」
主
こ
の

ttノ
人
々
行
弘
と
同
μ
引
い
乗
り
越
え
た
と
き
に
、
既
建
処
剥
が
問
題
に

な
る
と

L
～l
o

す
な
わ
ち
、
成
長
こ
ず
る
前
桜
条
件
こ
し
て
、

こ
と
を
要
ぶ
し
た
の
で
あ
る
そ
の
上
で

も
n判

円
所
は
、
被
告
人
ら
パ
小
空
気
行
日
刊
に
「
す
世
被
市
）
一
旬
の
る
を
以
山
首
し
ん
＼
の
も
、
民
九
の
原
因
、
こ
な
匂
俗
筈
行
為
を
開
始
L
Pい
ノ
↓
心
べ
、
刑
法
、

山
ハ
二
久
木
内
百
店
は
に
お
け
る
殺
人
行
為
の
円
九
才
的
対
給
は
、

そ
の
絞
に
バ
ー
じ
た
致
死
約
な
い
ず
一
行
の
際
に
も
干
し
f

北

t
る
と
し
成
涼
犯
乙
し

て
処
罰

T
G根
拠
を
、
被
害
者
を
暴
行
に
よ
り
保
抵
抗
に
一
u

走
行
為
ζ

注
J

対
抗
為
が

体
を
な
↓
rJh
に
求
め
～

') 

っ
さ
に
、
連
邦
通
常
裁
判

yi
ウ
ハ
こ
ん
咋

日
判
決
を
み
と
お
戸
Y
つ
に
、
一
心
事
長
は
、
被
告
人
が
孟
の
設
中
門
行
為
乞

月

子
山
し
つ
つ
、
j

一
2
内
で
芸
γ
」
足
朔
と
猿
く
つ
わ
で
舟
束
し
気
総
さ
せ
に
ー
に
で
、
内
動
車
の
In
ラ
J

ク
内
に
入
れ
、

所
ま
で
輸
送
し
た

被
告
者
は
こ
の
芯
搬
の
前
後
に
死
亡
し
た
た
め
、

被
告
人
が
作
附
し
て
い
七
ね
ι
l
n
A
h
為

一
行
為
て

し
か
し
、

（
主
ア
行
為
）
は
zd
さ
れ
な
す
刀
へ
ノ
チ
と
い
う
も
の
で
お
る
F

数
叩
円
川
川
は
、
千
十
件
三
悶
し
一
／
ト
も
、
国
ド
ポ
粁
過
の
逸
脱
（
り
問
川
践
と
し
て
、
次
の
よ
二
、
九
弘
前
捉
判
断
公
示
し
た
P

L

q

伝
わ
ち
、
（

1
－
以

意
既
淫
犯
に
工
的
処
討
す
る
た
め
に
は
、
ハ
Y
2
く
と
も
弟

行
為
ぶ
ま
還
の
境
界
ー
や
踏
み
法
え
と
い
る
か
を
検
討
し
ム
広
け
れ
ば
な
ら
k

し
い
と
、
ど
ん
c

げ
だ
し
、
デ
尚
段
階
の
行
為
は
、
行
為
ノ
↑
の
十
五
円
ふ
や
詩
凶
ケ
仏
れ
ば
、
所
為
計
一
河
の
実
行
に
役
1v
っ
か
も
し
れ
な
い
い
巾
＼

同
校
的
に
一
的
為
の
批
遂
に
通
じ
る
同
長
経
過
は
主
だ
進
行
し
J
L
お
り
ず
、
句
点

J
f
L
 

三
人
同
行
為
段
階
さ
は
）
法
的
に
重
要
な

え
と
て
こ
「

み
仁
と
C

M
今
ノ
？
V

因
果
符
過
の
逸
脱
の
間
話
ζ

は
な
り
な
い
か
ミ
ト
め
る
、
そ
い
で
、

の
場
界

ノハV
ん｝の、

作
品
判
州
は
、
川
市

を
踏
み
蕊
与
え
て
い
る
か
を
検
出
L
～
ー
そ
の
際
、

ド
イ
ソ
川
法
一
一
二
条
ト
ル
チ
れ
ば
、

の
行
詰
は

い
れ
叩
法
的
な
結
果
惹
担
行

為
以
前
の
一
行
為
に
つ
い
て
も
同
訟
ζ

な
る
乙
し
つ
つ
、
ト
不
当
の
境
界
中
一
川
町
J
J
越
え
戸
、
か
ど
う
引
は
、

、H
）
行
為
布
一
け
火
設
に
従
王
山
一
い

み

行

局

ζ

弟
行
品
川
ー
～
中
間
に
位
以
皆
川
れ
の
↓
天
羽
ζ

川
町
’
明
一
係
九
弘
行
列
吋
を
か
7
4さ
ナ
」
｝
白
こ
と
は
ノ
＼
主
殺
に
構
成
説
作
い
の
実
現
に
い

一
J

一
一
、
4

f
lハ
v
γ
j
h
h
u

お
よ
び

イ三

持
J

附
寸
前
・
時
照
的
に
rf
接
し
て
レ
た
か
と
い
う
黒
川
に
よ
り
内
応
さ
れ
る
と
し
た
〈

し
か
し
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は
、
敗
浅
川
叫
が
成
J
一
ず
る
前
提
〉
な
る

構
成
要
件
五
現
に
密
咳
い
た
れ
体
的
お
険
を
欠
く
と

、
の
一
如
久
村
リ
ピ
い

ー
）
て
、
第
行
為
に
ふ
本
遂
の
開
始
、
町
認
め
ず

:; 

か
r
A
F

つ
に
し
て
、

ド
イ
ソ
の
判
例
は
、
－
H
て
づ
い
3
て
九
州
川
奈
川
ぺ
i

ほ
透
処
罰
の
安
が
い
い
こ
し
て
、
行
斗
吋
有
が
芝
五
の

の
市
下
守
常
ア
ヘ

投
門
陪
」
U
Y

突
殺
し
っ
、
い
る
こ

2
を
山
求
ー
た
。
行
片
付

pi不
浄
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

お
よ
そ
総
成
要
れ
的
結
刊
小
げ
い
れ
い
け
ら
孔
F

～
此
忍
ぶ

訟
げ
の
ら
れ
な
い
か
ら
叩
あ
る
U

そ
の
上
で
、
現
実
の
凶
来
経
混
と
行
為
者
に
よ
り
表
伯
郡
穴
れ
た
因
果
持
コ
hh
り
断
凶
引
、

t
比
ι
出
に
等
価
値

に
は
、

μ丘一

u
u
m組
胡
手
れ
な
い
こ
と
に
～
ハ
ゆ
る
c

川
上
下
の
諸
判
例

わ
が
国
に
お
い
て
、

一
口
平
す
ぎ
た
結
果
昨
官
庁
J

h
i
級
高
p
乞
ム
日
め
て
一
つ
の
も
の
が
あ
る
〔

に
あ
た
る
事
案
は
、

に
隠
す
る
検
浜
地
引
い
昭
和
主
八
ヤ
七
月

一〈
j
J

八
日
d

一
一
八
円

「
ゴ
ミ
耳
、
ノ
；
必
円

I
L

L
－
ハ
C

I

R

－
－
？

ー
第
一
一
山
判
例
は
、

で
み
る
、
｝
心
市
中
京
、
は
、
焼
身
白
殺
を
全
凶
？
と
於
古
人
が
、
日
宅
に
万
ソ
リ
〆
b
f
扱
い
ヒ
の
ち
、
死
h

以
前
九
円
恥
却
の
－
収
？
と
し
て
hγ

。
日
刊
時

ハ
コ
を
叫
年
一
ノ
三
め
、

日
宅
が
全
焼
い
た
と
い

一
ノ
イ
タ
i
b
ι
白
川
火
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
し
ベ
が
気
化
し
た
カ
ソ
り
ン
山
？
？
に
し

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

う
も
の
で
あ
る
じ
い
九
件
は
、
被
白
人
の
企
図
一
計
四
、
に
」
れ
ば
、
引
火
性
の
強
い
ガ
ノ
リ
ン
を
ね
い
た
の
ち
ょ
凶
行
九
三
、
こ
れ

に
点
火
「
る
こ
と

一
治
二
行
為

で
つ
」
一
活
物
乞
焼
慣
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、

う
ノ
イ
夕
立
点
火
、
ど
～
こ
と
で
計
｛
」
よ
り
も

ιく
辺
広

物
を
焼
杭
さ
せ
た
点
で
、

に
あ
ん
に
る
。
本
件
に
お
い
て
は
火
山
川
君
γ
T訟
の
る
た
め
に
は
、

川ぃ）
υ
以
火
の
山
市

R
C
C

－

B

－IJFγ
耐
用
木
そ
宇
」

九
一
（
股
火
行
為
一
；
か
存
在

LiQ
」
こ
、
お
よ
び
、
必
被
青
人
が
欣
火
の
佼

E
を
ム
ヤ
ノ
て
い
た
い
一
と
が
必
渋
乙
空
白
。

q
A泊
裁
は
、
」
ん
の
よ
う
に
判
一
小
し
た
。

、
爪
山
一
に
湾

L
て
、
日
伎
を
ー
へ
一
に
よ
る
本
件
家
庄
に
ガ
ソ
り
J

を
獄
く
れ
為
に
つ
い

‘〉
】

ソ
ワ
／
の
強
い
引
火
性
を
考
慮
す
る
と

そ
こ
二
JR
ら
か
ヲ
ノ
ル
ヘ
片
山
川
和
I

詮
干
す
れ
と

一

1
1
1

：
：
：

1

1

；
11

本
件
い
い
本
〕
犀
に
散
布
さ
れ
ア
方
ソ
リ
〆
に

,, 
、引

火
し
、
火
災
が
起
こ
る
、
一
と
は
必
む
の
状
況
に
あ
J

た
の
で
た
る
か
ら
、
被
告
人
は
ガ
ソ
リ

f
r政
布
ヲ
る
こ

2
に
よ
、
ノ
て
庶
民
し

11：~ J、y王子： CiO 11 159: 1百店 :20;1). て
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z
l
h

と
ご
ろ
の
大
羊
主
終
え
た
も
の
と
い
っ
て
J
P＼
こ
の
段
附
に
お
い
て
法
ぷ
の
佼
主
↓
印
ょ
っ
ぶ
円
一
氷
山
の
地
殺
を
Jfぷ

br司
令
切
、
之
）
た

危
険
が
パ
ー
ヒ
る
に
山
土
つ
ん
よ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
」

役
目
人
の
八
1

凶

「
イ
同
組
）
を
考
府
し
つ
つ
、

庁
ソ
J
ン
を
舵
い
て
気
化
さ
L

も
n判

九
時
点
で
実
ノ
土
の
希
！
？
工
め
る
と
し
ん
に
ロ
②
に
つ
い
て
は
厄

f
の
コ
及
は
ヨ
い
が
、
峠
－
h

行
為
に
実
行
行
為
悦
を
認
め
た
戸
」
乙
か
ら

そ
の
存
続
的
事
実
を
認
一
品
し
て
い
U
J

以
仁
、

ガ
ソ
リ
／
を
慌
く
時
口
、
で
政
似
の
此
意
が
あ
ゥ
ア
と
斗
慨
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
品
州

川
河
は
、

本
目
安
ノ
J

じ
の
南
下
乙
焼
損
結
果
〆
｝
の
向
に
布
ψ
i
肉
果
認
が
加
を
肯
定
し
と
い
る
U

第
二
の
判
例
は
、
殺
人
罪
に
宮
内
示
JYω

一
今
日
口
ホ
ル
ム
殺
人
乍
件
」
「
け
い
川
lh
向
裁
決
定

γ成

日
前
集
山
一
八
告

ハ
ι小L
一円ロリ

サ
八
七
頁
｝
に
＃
反
す
る
も
の

す
な
わ
九
旬
、
被
害
将
hvrH殺
に
見
せ
か
け
L
保
険
金
主
詐
取
す
る
た
め
、
被
告
人
ら
が
被
六

苔
に
ク
ロ
ワ
ホ
ル
ム
h
b
z

吸
引
さ
吠

被
害
者
心
将
砕
し
は
一
E
E
利
川
唱
し
て

事
故
主
装
い
海
中
に
申
ご
し
し
転
落
手
せ
て

～
第
行
為
）

（
第
二
行
為
叫
）
、
溺
死
さ
せ
よ
戸
つ
と
い
う
殺
害
川
医
を
チ
C
P
J

実
行
犯
ら
は
、
、
一
心
計
阿
に
淀
い
第
一
行
為
や
（
任
こ
策
ム

h
Aをみ一

、
川
悦
守
主
十
七
の
死
回
uu
、
弟
行
為
に
J
る
呼
吸
石
止
等
か
っ
ゴ
じ
た

hm怠
夜
、
ま
た
は
、
第
一
一
行
為
円
上
る
溺
死
一
ι為
る
か
が

不
明
で
為
つ
勺
u

村
山
町
、
絞
再
人
、
り
心
殺
中
計
同
通
け
に
絞
i
［
者
は
死
亡
し
こ
が
、
て
（
U

死
は
、
仮
害
者
が
死
ー
す
る
可
能
い
れ
ば

r一い

と
h
y
ご
し
い
た
治
一
「
h
J

為
か
ム
J

生
7ν

た
た
め
、

殺
人
版
、
A

M

U

）
い
え
る
し
か

最
高
裁
決
定
に
よ
れ
ば
、
彼
白
人
ら
は
「
第

町
有
、
〕

行
為
自
体
午
円
三
て
彼
中
川
？
ζ

－UJ
剥
？
し
す
る
司
能
刊
が
ふ
あ
る
J

て
い
な
か
っ
に
が
、

そ
の
殺
d

古
計
一
川
は
、

そ
の
失
神
状
態
を
利
用
し
て
氾

ク
ロ
円
い
ホ
ル
？
？
股
引
さ
せ
て
被
宍
討
を
欠
仙
押
さ
せ
た
l
、

ま
で
出
兵
J
、
百
こ
と
み
持
ー
一
1

に
松
治
オ
＼
て
弱
死
さ
斗
る
ー
も
の
で
あ
る
た
め
、
被
L
甘
人
ら
子
ぞ
れ
臼
針
作
に
州
問
宍
討
の
死
じ
「
刊
誌
件
、
引
認
議

し
て
い
は
い
第
ノ
仁
品
に
つ
い
て
も
、
第
行
為
こ
り
持
係
性
や
考
慮
し
て
、

mw
「第

行
為
は
第
行
為
を
確
実
か
つ
W
H
易
に
行
、
7

ぷ
－
め
に
必
要
不
川
勺
か
ん
な
も
の
t

て
あ
る
J

と、

添
わ
列
吋
に
成
功
L
1乙
場
合
、
そ
れ
川
公
叫
の
日
以
雫
門
計
州
L
V
一
途
行
す
る
i
六
、
障
害
ζ

小
ゆ
る
よ
h

つ
な
お
問
状
の
平
清
が
介
し
な
か
っ
と
一
こ
と
、
お
よ
び
、

一
倍
ム
行
為
と
川
市
二
行
お
と
り
慌
の
同
情
的
場
所
前
近
絞
ヰ
）
と

ρ店I;1去半：1iii) 1; C()0) ］（戸、I[201つ百J



し
い
》

7

－つ

に
」
句
、
1

第
ゐ
行
為
は
第
二
行
為
に
密
接
な
行
為
で
あ
る
口
上
、
バ
同
行
九

γ土
開
始
し
ん
～
仕
立
、
で
肢
に
殺
人
に

ム
ム
る
容
鋭
的
立
危
険
悦
が
明
ら
か
に
認
め
ワ
れ
る
か
ら

マ
の
叫
吋
白
に
お
い
に
殺
人
罪
幻
実
行
の
F

右
手
予
あ
っ
た
と

ま
た
、
ホ
の
ご
／
｝
を
、
川
援
に
y
d
m
k
関
係
の
壮
一
川
訟
に
よ
る
首
長
阿
部
の
一
刊
百
を
川
附
し
て
い
る
つ
す
な
わ
ち
、
実
行
犯
り
は
「
ク
ロ
ロ

ト
ル
ム
を
限
引
さ
せ
て
絞
バ
」
口
者
を
失
材
さ
せ
た
ト
行
動
中
こ
J
海
中
に
転
湾
さ
ゼ
る
J

V
「
山
中
占
心
殺
人
れ
ぬ
げ
l

ム
若
干
し
て
、

F

の
司

た
を
遂
げ
γ

り
で
占
め
る
か
ら
＼
実
行
犯
ら

ー
第
二
行
為
の
前
り
時
点
で
被
害
宥
が
銑
一
行
品
に
よ
h
死
亡
L
て
い

P
I
c

－
て
も
殺
人
三
五
円
四
に
欠
行
る
と
こ
ろ
は
ほ
く

実
行
犯
ら
に
つ
し
て

殺
人
波
v
誌
の
い
内
向
正
犯
が
成
立
す
る

と

し

れ
ら
と
ん
謀
し
た
被
告
人
に
つ
レ
て
も
殺
人
ザ
と
し
に
胤
判
断
も
ー
止
当
と
し
た
じ

本
決
定
は
、
治
一
行
為
そ
れ
白
私
心
危
ハ
次
世
で
は
ん
ア
＼
犯
行
計
画
の
へ
十
弘
吉
44事
】
し
て
、
複
数
の
行
為
吉
一
一
連
心
行
為
二
個

行
為
者
に
第
一
ノ
れ
為
に
よ
っ
て
結
県
古
代
北
牛
さ
せ
る

い
場
合
で
も
、
一
一
抗
意
庶
淫
犯
を
認
め
ん
一
円
恥
初
心
判
断
で
ゐ
り
、
重
出
火
、
J
意
義
を
有
寸
る
し

心
宇
、
れ
行
為

とけ一山山町
u

h

一
叶
似
し
す
す
は
設
初
の
日
高
ふ
判
例
C
み
る
と
l
L

も

。
第
一
心
判
例
も

h

閑
寸
る
hm凶
批
判
川
小
含
支
部
平
成
一
七
内
九
月

八
川
河
川
判
条
宋
守
山
帆

一Y
し

ι
x／
D
B
二
八

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

一
斗
一
一
一
一
一
で
あ
る
火
件
は
、
被
白
人
が
吋
体
に
涌
定

F
Q行
為
（
約
一
汗
為
）
ピ
よ
り
被
客
三
」
JK
抵
抗
小
伝
に
、
〕
て
か
、
つ
、

役
一
務
A

行
為
）
ご
令
、
γ
と
1
川
当
し
て
同
行
弘
主
宝
ん
行
L
z
y
J
、
引
＼
ど
の
行
rdに
ふ
り
死
、
〕
た
か
平
明
で
あ
っ
L

にし
r
い
う
も
の
で
あ
る
）

次
の
理
由
か
っ
殺
人
既
遂
を
認
め
れ
J

一
口
す
也
、
わ
ち

行
為
は
、
MM

一市

PC
刊
ア
ピ
同
時
パ
ー
だ
か
っ
容
J

討にノイ
h

h

っ
て
め

t
M
つ
リ
日
川
争
点

1
7
3
i

！： 

第

に
Tm
川
欠
な
い

L
重
要
な
’
h
A
で
あ
り
、
被
付
け
入
ら
に
も
そ
の
訟
誌
が
あ
一
っ
た
の
」

第
行
為
と
第
二
行
為
の
時
明
判
的
・
場
所
的

第
一
行
為
小
川
北
へ
の
料
開
太
古
ー
の
現
実
的
危
険
性
を
耐
え
た
行
為
と
あ
る
、
ア
乙
に
開
け
ら

γ
な
ら
ば
、

μ山

行
為
で
被
害
お
を

設
け
」
口
し
よ
ろ
と
い
下
勺
ノ
怠
は
が
は
く
、
第
二
行
為
に
－
A

っ
て
紋
答
者
の
殺
害
を
遂
げ
る
官
同
で
あ
っ
た
と
し
に
も
、
引
市

行
為
を
羽
始
し

戸、十
J
山
1

内、

l
p
L
 

っ

rーと北山山
yvJ

ら
れ
7
G
c

～
山
」
波
缶
入
ら
は
、
本
件
道
丁
百
行
る
は
よ
り
消
火
台
右
主
抵
抗
不
能

殺
人
罪

11；~ J、y王子： CiO 11 Hill lパ1:20;1). て
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に、
J

？に上、

松
殺
す
る
と
い
う
述
の
殺
－
T

行
為
い
v
習
j
げ
て
巨
的
pf
透
げ
た
の
と
あ
る
か
ら
、

殺
人
既
遂
の
支
任
は

mj
れ
な
い
一

に
、
被
乞
九
て
叫
も
の
予
知
に
反
L
て
第

行
為
に
ロ
り
被
J

百
句
者
が
虻
亡
1

／
て
い
た
こ
し
て
ー
弘
、

辺
果
関
係
；
h
l
v
H
H
之
さ
、
れ
る
の
は
も
ち
ろ

も
n判

ん
、
司
果
遅
過
を
め
f

る
針
訳
は
河
果
関
係
に
閑
－
2
0
H八
体
的
事
長
の
伐
訟
に
過
去
JFJ
、
ι
円
以
若
責
任
を
阿
却
し
な
い
ο

こ
れ
ら
の
冴
例
は
、
刷
出
行
為
の
時
点
、

c
ほ
γ

舟
礼
町
ポ
キ
一
五
現
ム
o
J
Q
三
め
に
、
工
仏
以
ー
の
行
門
司
令
一
安
し
な
い
と
い
う
認
識
、

γ

ぱ
わ
ち
民
浅
故
誌
が
な
か
っ
～
と

L
亡
も
、
犯
行
1

山
z
V
｝
考
信
ず
れ
ば
、
徐
行
為
、
r

銃
一
行
為
は
、

な
占
寸
れ

第

な
く
て
よ
J

Ijr什
山
内
？
」
ふ
L
M

ー；
b
i
l

ど
の
ぜ
件
下
で
密
絞
不
1
分
な
～
川
一
の
五
行
行
誌
と
汗
似
し
う
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
己
、
第

行
為
ぽ
五
行
心
者
了
に
該
巾
1
し
、
か
よ
う
な
速
の
行
持
を
ず
る
認
訟
で
あ
一
行
為
を
す
れ
ば
段
志
か
あ
る
こ

し
て
、
対

果
い
社
過
の
鈴
訟
は
故
意
を
出
却
し
ヘ
ホ
い
と
す
る

加

、－
J司、
しfノ

とー戸
3
J
1
y
u《
一
山
中
4

肝
ノ
主

1

7

1

3

主

｝

it

①
戎
送
犯
の
パ
ム
行
と
よ
遂
犯
C
宇
／
わ
乞
υ
日
別
せ
ず
L

取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
古
る
へ
ま
た
、
②
実
行
心
希
子
を
、
行
為
C
P
Y
伐
快
竹
十
踏
ま
え
土
中
た
和
田
只
的
存
制
説
の
見
地
ー
か
ら
長
、
ズ
こ
い

ゐ
こ
と
、
お
と
び
、
〔
rw国
系
悶
係
心
鉛
引
一
た
い
」
れ
ノ
汝
意
は
恒
川
さ
れ
ず
、
何
究
行
心
右
手
か
、
り
侵
害
H
f
uボ
が
司
レ
た
円
以
上
限
涜
J
V
認
め

L
L

」
と
が
わ
か
る
υ

、
一
れ
ら
の
判
引
を
み
る
ふ
さ
れ
ノ
、
実
行
行
為
は
、
い
ス
行
の
若
手
か
ら
ム
間
後
的
枠
ド
ポ
芯
起
行
為
ま
で
A
U
h
u
単
一
小
川

八γ
ペ
チ
匂
述
の
行
rdと
し
て
民
解
さ
れ
た
と
し
い
え
よ
う

ーペナ
J

誌
の
状
況
こ
ん
て
の
検
討

－
｝
ド
イ
ノ
刀
斗
月
一
一
4

占

ド
イ
ア
に
お
け
る
一
平
「
さ
た
結
果
品
淀
川
1
」

の
間
訟
は
、
訳
加
川
和
の
成
γ

川
ア
ゼ
念
頭
に
置
い
て
議
治
さ
れ
て
き
た
ハ
て
の
際
、
第
一
行

持
が
予
備
行
為
に
」
ど
ま
る
場
合
子
愉
行
為
に
す
G
払
県
常
生
は

河
集
計
一
…
け
本
質
的
な
忽
～
況
が
あ
る
た
め
、
尚
一
任
、
犯
；
ー
す
る

と
て
、
や
訴
は
汝
し
て
レ
る
。
し
か
し
、
第
一
行
為
が
米
浴
行
為
（
叫
ん
一
行
正
若
干
一

を
踏
み
越
も
え
た
場
合
、
そ
の
罪
買
を
ぬ

P
2匂
jr

j! 
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説
の
見
解
は
多
切
に
分
か
れ
る
v

す
な
わ
ち
、
①
J

止
m
f
r副
主
援
加
す
る
い
ポ
浅
制
作
説
、
（
①
ふ
れ
以
外
心
開
力
に
、
。
る
町
、
川
一
犯
説
、
お
払

び
、
必
山
川
澄
犯
説
げ
が
v

対
げ
し
て
い
る
υ

そ
こ
で
、
以
？
i

円
山
一
併
す
事
例
を
尽
い
て
、

の
一
見
況
を
検
市
I
U
L

主ノロ

1 

た
い
）
え
ば
、
中
が
乙
を
＋
ヲ
人
り
の
U
L月
中
一
飲
ま
ぜ
て
殺
そ
っ
乙
し
に
こ
す
る
叩
の
鉦
誌
に
よ
れ
ば
、
寄
紋
」
ヲ
る
に
は
一
円
治
の

中母仙人」
U
Y
L
K

に
混
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
味
？
引
変
ゃ
い
J

な
い

一
外
に
分
け
て
五
泌
ず
つ
の
母
、
を
混
ぜ
U
J
f
公
を

飲
ま
ー
一
川
一
て
殺
中
川
一
q
J
る
計

M
b」
げ
て
γ
n

／
一
に
長
初
心
忍
入
L
命
中
一
飲
ま
ぜ
た
後
、

一
杯
ヨ
を
凶
備
す
る
た
め
に
ひ
昨
に
反
っ
～
右
、

甲
は
、

人
店
巾
で
気
が
従
わ
れ
、
年
日
円
山
に

日
ケ
二
ノ
ぐ
る
の
を
汁
め
た
c

そ
の
後
、
凶
T
が
心
接
的
に
一
反
っ
た
と
こ
ろ
、
／
い
は

抗
口
の
帝
人
V
J
川川

果
に
よ
り
死
亡
し
ん
一
c

こ
の
と
き
、
中
は
最
初
心
毒
入
茶
で
乙
が
化
亡
「
る
と
は
認
証
州
し
と
レ
な
か
っ
た
と
す
る
ー

同一

一、間口
η
「一時四一一パ己《一
2
／＼。一一
m
M
L
Z
D四）

“〉

む
説
心
代
表
的
論
者
で
為
る
、
ン

z
レ
ー
ダ
ー
は
、

r、
山

中
止
決
湿

、
H
Y
－

－

 

LWV
〆治

ι’

心
市
川
市
を
も
ち
れ
し
て
、
波
法
犯
C
M↓V
T
V

｝
九
円
定
す
。

一
」
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
第
一
行
為
叫
に
口
巳
む
れ
為
が
結
果
を
先
生
手
サ
る

〉」い

応
札
湿
故
立
（
〈
cロ店
ι山口口問官
5
2
2
N）
J

ケ
欠
い
た
と
き
し
山
は
、
治
一
行
為
は
末
炉
、
了

L
d店
段
慨
に
と
ど
ま

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

川河、
J

て
、
よ
戸
、

f
未
遂
に
よ
る
山

ι犯
ヘ
ト
イ

y
刑
法
典
一
同
条
項
一

。
つパ1
 

1
 
1
 

rけ

υ
J
ナェA、

j
 

－岐

川γ
は
町
民
送
犯
で
処
山
討
さ
れ
る
と
す
J

るし

る
J

と
の
比
般
に
よ
れ
ば
、
問
、
古
川
政
台
、
は
批
遂
犯
処
罰
に
不
可
欠
口
一
要
利
て
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
欠
く
第
一
行
為
に
よ
る
梓
袋
発
生
二

の
吋
能
性
げ
か
認
め
ら
れ
る
と
い
て
ノ
し
そ
れ
ゆ
え
、

市
の
罪
頁
は
、
未
遂
犯
の
ぷ
J

に
と
ど
め
ら
れ
、

ぬ
〈
υに
、
歩
つ
て
は
致
υ前日

い
っ
き
過
失
犯
と
の
競
合
に
な
る
と

ド
仁
為
v
首
が
情
必
要
引
い
的
結
果
の
い
じ
起
に
必
京
以
一
円
欠
な

つ
の

j
品
中

f
疋
1
1
第

（主

ま
た

第

七

品

に

ι勺
子
1

〕
た
が
、
注

P
で
気
が
交
わ
り
粁
土
石
に
お
じ
ぬ
を
オ
バ
め

段
、
そ
の
時
口
、
で
一
校
中
川
結
巣
が
生
じ
て
い
～
引
乙
う
か
が
、
中
止
犯
ま
に
は

K
巡
犯
の
川
断
μ
J
4
準
に
な
る
マ
／
エ
ロ
る
）
ハ
す
な
わ
ち
、
第

’U
Aで
当
所
結
果
を
若
起
」
1
J

る
犯
行
計
調
の
も
と
、、

肝
心
行
ぬ
は
末
終
了
末
遂
に
こ
こ
ま
り
、
刑
法
二
四
条
一
一
日

文
に
よ
り
訣
殺
末
遂

行止叫」
U
Y
J
H

め
に
時
に
結
果
が
不
支
j

罪
は
不
可
部
と
た
る
〈

LR方
、
第

行
為
を
止
仏
り
に
は
吋
よ
り
も
聞
に
結
果
が
党
止
し
て
い
ー
れ
ば
、



' 
コ
＋
こ

〆
一
一
さ
；

は
技
数
の
見
解
が
み
ら
れ
る
ヴ
す
ル
タ
ー
の
見
解
は
、

1
7
L
未
遂
の
川
ぷ
民
性
を
認
め
な
い
士
山
で
①

c8 

説
と
異
な
る
。
そ
の
校
拠
は
、
清
絞
り
仰
に
党
司
結
果
を
円
同
行
為
に
漏
出
vo
れ
う
る
守
山
仁
求
め
つ
れ
る
」

乙
こ
れ
い
β

ア
オ
ル
夕
、
が

も
n判

な
お
未
明
必
犯
一
抗
争
一
採
る
の
は
、
犯
人
に
防
登
校
ZE
が
な
い

f
め
、
成
3
一
犯
に
必
伎
な
ノ
「
～
丸
一

km怖
が
欠
け
る
か
ら
で
あ
る
ι

こ
の
見
解

で
土
、
？
？
列
つ
U
Mん
口

、

l
v
L
f
；

I
J

巾
に
叩
J
U
M刈

L
浸
か
山
川
V
す
る
に
ず
ぎ
な
い
。

他
布
、
シ
コ
リ
i
y
ソ
》
ノ
は

んJ
仕
桁
来
先
生
」
の
ぶ
案
を
、
第

行
為
ζ

第
二
行
為
の
た
咋
的
行
為
倍
、
様
の
央
日
に

U
じ

イ

L
X
J
祭
L
9
る
〈
た
と
、
一
～
日
、
片
山
行
為
が
被
芹
昌
ケ
一
意
識
不
明
に
FJ
る
に
め
の
絞
犯
行
為
で
、
第
二
行
持
刊
に
宇
一
円
ω
死
き
ゼ
る
た
め
の
緩

百
行
為
で
あ
っ
た
場
合
、
市
川
／
什
持
は
邑
ハ
体
的
行
為
咋
態
様
か
ら
も
一
ば
引
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
結
恥
を

A
起
し
f

人
保
一
行
為
は
、

わ
込
者
に
と
っ
て
本
求
心
ね
岩
行
為
で
は
な
い
が

い
同
時
に
結
果
を
惹
起
し
に
不
川
肢
の
M
m
囚
で
も
み
る

L
か
し
、
そ
れ
は
予
備
行

九
川
町
て
り
批
還
に
い
に
る
〈
工
て
の
段
肝
心
行
丸
々
は
」
て
は
ま
る
こ
と
で
叫
め
る
か
ら
、
第
一
行
為
の
み
を
取
り
H

げ
る
の
は
妥
当
で
な
い
J

ヲげの

i
ゼ
、
行
為
者
が
第
一
行
為
J
V
留
似
し
つ
つ
結
果
乞
廷
は
汁
さ
リ

T
L場
合
、
結
来
品
川
一
一
に
阜
市
久
な
た
険
ピ
お
設
し
て
い
な
い
か
っ
、

、
本
遂
い
り
拍
よ
び
湖
生
八
二
と
と
ま
る
と
す
る
〈
」

「いい
j
l
i

、

X
J
J
J
 

ま
た
、
行
為
者
の
殺
意
に
も
r
っ
く
精
一
行
為
し
」
被
ザ
ニ
互
の
絶
命
に
必
交
と
考
え
た
あ

と
も
に
よ
叫
犯
行
為
で
あ
る
場
合

内
北
口
は
具
体
的
～
行
為
態
様
か
ら
み
て
一
体
に
な
る
た
め

解
決
阿
川
ず
な
問
題
が
z

ず
る
、
こ
の
場
合
、
全
体
的
考
察
か
り
何
の
行
為

を
導
い
て
は
な
り
ず
、
じ
為
者
は
、

yu
ど
よ
め
を
料
－
J
認
識
？
？
実
行
の
間
Jh
か
ら
そ
の
終
了
時
士
で
保
持
L
江
汁
れ
ば
な
り
な
い
。
そ
う

で
な
い
場
行
山
川
、
七
弘
事
情
の
判
官
ロ
ヘ
ド
イ
ソ
刑
法
典
六
条
一
唄
）
に
あ
ん
庁
二
犯
人
の
罪
支
は
禾
逆
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
ヲ

一お一

こ
の
た
併
も
、
事
実
l
、
反
主
犯
の
成
ん
げ
に
ほ
遂
伐
意
を
民
求
す
る
も
の
こ
い
え
よ
号
。
設
慌
の
場
台
、
巾
は
謀
殺
未
遂
こ
ば
る
U

最
後
に
、
乏
の
既
遂
犯
対
中
概
説
）
γ
寸
つ
り
ド
イ
ツ
で
は
、
町
防
透
犯
説
小
支
配
的
で
あ
る
。
か
つ
に
の
見
解
は
、
事
象
経
治
の

逸
脱
心
事
例
に
忠
戸
～
司
令
と
し
て
、

Z
L
心
迎
脱
が
相
当
例
恥
関
係
の
ん
組
閣
内
に
あ
る
限
い
り
考
忘
さ
れ
包
レ
と

〆L
η
1
 
現
め
て
は
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の
U
J
案
吹
王
観
的
帰
属
の
問
問
乙
ず
る
だ
け
で
伝
〈
、
同
げ
の
論
民
的
前
北
、
r
－KM
る
容
制
的
日
川
町
の
問
問

4
7も

あ
る
と
い
っ
。

す
な
わ
ち
、
成
長
犯
を
認
め
る
と
め
の
公
件

r
Lて
、
治
行
為
に
は
お
九
若
子
少
仕
〈
午
ち
｛
末
終
了
）
主
意
の

到
注
じ
て
い
る

こ
こ
が
必
要
と
さ
れ
る
」
そ
川
J

行
め
、
第
行
為
は
、
術
品
札
止
官
件
い
の
%
現
在
尽
に
も
一
つ
：
汗
き
れ
な
い
危

険
の
あ
る
未
終

f
本
遂
行
為
、
「
な
わ
ち
、
主
行
心
右
手
（
ン
ロ
｛
n
w
Z
民
子
ご
J
5
P
F
E刊
を
こ
討
備
さ
孔
る
も
の
で
は
け
札
h

な
ら
な

明－い
。
ま
に
、
成
。
一
犯
え
は
、
第
一
行
片
付
け
い
本
終
了
未
在
の
段
陪
に
占
め
る
か
、
あ
る
い
は
、
終
了
宋
巡
り
段
階
に
あ
る
か
を
正
規

L
て
い

行
為
が
木
遂
の
い
引
罪
を
踏
み
越
え

rLし
き
、
す
で
に
喰
誌
は
4
1
1し
？
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
c

口
ク
シ
〆
は
、

也
子
未
波
の
段
暗
と
終

f
求
迭
の
段
階
で
同
一
一
札
［
な
レ
恨
相
官
、

Jυ

法
者
が
れ
ド
寸
法
と
責
任
で
向
者
を
J

丘
出
し
な
い
点
主
品
下
げ
る
c

む
し

7主

h寸

I/ 

ゐ戸、

叶う

ろ
、
町
高
の
段
滑
に
山
十
れ
ば
、
支
ん
な
行
為
「
札
制
値
J
M
t宍
【
い
叫
し
て
お
り

か
よ
う
三
仁
川
識
が
結
果
に
結
び
つ
い
た
場
ム

再
開
照
的
に
当

ヰ
凶
行
為
に
も
帰
将
、
さ
れ
る
の
で
ふ
る

一刊日〕

い
か
も
、
客
倒
的
帰
一
泌
が
待
認
宍
れ
た
以

i
、
第
一
行
為
に
は
右
手
土
淫
心
段
階
広
」
た
る
一
波
孝
弘
誌
め
、
り
れ
る
P

も
っ
？
と
も
、
一
勺

為
者
心
表
象
し
た
M
川
県
経
過
と
実
RU

い
〆
た
似
宗
M
L渦
に
凱
託
子
伊
川
公
り
〆
て
い
る
ミ
J
は

rE疋
で
き
h
f
ヨ
い
じ
そ
こ
で
、
支
配
的
比
慢
は
、
日旬l｝5

 
1
 

一山－
 
l
 

rけ
UG
 

子
！ャ！？吋

、
j
 －
N
1
 

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

悶
采
経
過
の
逸
駅
が
非
yA
質
的
と
あ
る
か
ど
h
u
h’
b」
芙
注

y

げ
で
、
ぶ
却
系
の
故
意
円
市
民
主
検
品
す
る
こ
と
い
な
る
－

rーゴわ一
J
h
J

、

の
範
凶
川
で
行
為
者
が
予
見
、
〆
十
一
川
川
来
計
辺
と
羽
実
に
進
行
、
ν
た
同
誌
が
過
の
組
齢
が
、
手
安
な
送
怖
と
は
い
え
ず
、
非
八
か
以

的
な
も
の
で
あ
る
仕
ら
は
、
り
ふ
凶
結
果
は
μ

円
以
容
に
沼
寓
さ
れ
る
と
い
つ
つ
そ
の
円
収
拠
は
、
人
間
が
司
果
何
過
の
詐
怖
を

f
↓竺
1

る
の
は

γ
ハ
「
円
諸
に
J

め
る
司
に
λ

小
山
一
り
れ
る
。
し
た
？
υ
っ
て
、

同凶

um犯
説
か
ら
は
、
行
為
斗
寸
が
有
子
伎
の
末
終
了
土
還
の
没
仰
い
で
川
設
利
用
ポ
を
答

続
的
に
帰
属
一
可
一
p
屯
仕
か
f
八
ら
で
実
現
し
、

現
宇
、
の
川
河
州
市
何
軒
リ
色
の
川
辺
氏
h
r
構
成
宏
件
i
J勺
粁
微
は
も
の
で
あ
れ
ば
、
、
｝
心
結
果
は
故
烹
に

て
、
取
終
的
に
は
ほ
治
犯
人
ザ
成
立
す
る
の
で
あ
る
o

J

の
丸
山
肝
か
ら
は
、
巾
は
謀
殺
駄
遣
の
汗
煮
を
民
兵
二
、
ご
に

c1 

そ
の
ほ
か
、
諮
問
的
弘
前
と
異
な
る

ι判
別
抗
日
市
腐
心
片
品
刊
を
弔
し
い
司
る
見
解
J
G
丸
る
。
円
夕
、
ン
〆
は
、
結
果
を
捻
凶
い
に
帰
属
さ
什



c8 

24h司
法
と
し
て
「
計
画
の
実
市
M

を
あ
げ
て
い
丈
に
す
な
わ
ち
、
有
4
い
た
ん
体
長
一
規
範
的
に
判
断
、
二
l

」
犯
行

バ
到
を
ど
だ
現
1

〆
た
と
評
川
で
き
れ
ば
、
行
為
討
の
予
見

Ftリ
早
く
此
澄
結
果
が
詳
牛
し
止
と

L
て
ら
、
い
川
工
E
H
L
1
Q属
で
き
る
乙
い
う
υ

も
n判

J

の
論
拠
）
じ
て
、
仏
間
に
、
予
定
「
小
h

リH
く
結
果
子
特
牛
L
h
V
一
乙
は
、
相
部
に
わ
た
れ
戸
山
の
ま
ま
に
と
き
な
い
囚
果
怪
尚
一
心
非
本

質
的
逸
～
況
に

rぎ
ず
、
み
に
、
行
為
者
が
企
凶
L
ト
人
子
て
を
成
）
遂
げ
ー
乙
口
、
ひ
ょ
あ
げ
る
。
こ
れ
に
刈
し
℃
、
犯
行
川
－
山
が
な
お
長
現

一へ山古

汽
れ
て
い
な
ゾ
こ
さ
に
は
、
放
魚
ー
の
一
市
川
崎
が
認
叶
J

つ
れ
ず
、
誤
殺
未
浸
お
よ
び
込
失
致
死
心
罪
安
心
主
ヤ
？
こ
さ
れ
る
ハ
な
お
、
ブ
ッ

八
日
以
主
袋
町
帰
属
の
基
準
と
し
て
快
音
危
険

の
出
用
不
経
平
均
に
お
行
る
宍
呪
の
有
印
叶
ケ
あ
け
と
レ

(i 

以？
l

見
た
よ
う
に
、

｝〆
J

ノ
の
い
d
M
M
で
は
、
ム
下
期
m
m
M

ハ
ヤ
」
卓
ね
す
る
も
U
と
、
ド
続
出
の
み
一
ば
ら
ず
客
鋭
的
知
E
h
の
見
地
か
ら
危

哉
の
剣
山
お
よ
び
実
現
に
希
け
し
つ
つ
、
尖
説
的
に
行
J

人
司
心
一
仏
性
を
も
一
岬
じ
る
見
解
が
あ
る
へ
こ
の
う
ち
、
心
C
中
止
未
澄
の
可
能
性

セ
ザ
ウ
虚
し
す
7
未
冶
一
花
ム
況
は
妥
中
i
て
な
い
へ
け
だ
［
、

f
イ
ツ

H
u
r典
二
匹
条
の
小
止
犯
説
先
は
、
平
に

の
司
討
性
と
飛
の
丸

除
γ
」｛疋め
γ

れに

F
ぎ
な
い
か
ら
と
あ
る
。
む
L
ろ
、
私
長
心
不
発
生
が
け
i

止
犯
dlぷ
乞
日
山
山
川
寸
る
安
利
1
4
之
る
ハ
一
め
、
旧
同
淫
H
f
呆
が
発

井
し
ー
に
内
包
悶
わ
り
ず
、
川
ポ

行
九
二
飢
選
以
意
J

ど
山
古
求
し
つ
つ
、
第
一
の
ま
終
p
j
未
巡
の
段
階
で
れ
窓
二
第
一
行
為
を
庁
H
｛
三
一
時

兵ヲ

し
て
い
な
け
れ
ば
未
遂
犯
を
認
め
る
〉
↑
レ
v
t

ダ
ー
の
民
解
や
、

、）たは勾
λ
q
n

止に出
TY
犯
に
な
る
と

ず
る
ニ
ザ
v
t

の
見
解
は
、
同
一
阿
久
代

山
川
ハ
え
の
溺
い
」
1

心
版
界
主
越
え
る

ま
た
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
な
ぜ
ゐ
凶
冬
、

項
え
が
原
則
ー
一
し
て
未
、
タ
キ
ス
ロ
ョ
到
、
「
い
た
か
の
意
味
守
宅
隠
し
て
い
な
い
点
と
も
妥
当
で
は
な
L

ー
で
ピ
帰
属
一
刊
誌
な
印
刷
受
精

用
木
が
九
ん
生
し
た
以
卜
、

41d規
心
心
地
用
は
排
除
さ
れ
る
べ

ま
A

～、

ヴ
ォ
ル
ャ
の
見
鮮
に
つ
い
て
は
、
法
ぶ
上
、
末
終

了
未
達
お
よ
び
終

f十
本
γ

う
に
川
、
末
法
お
ふ
ぴ
ぃ
日
午
ー
の
同
セ
ヘ
ヱ
く
区
別
さ
れ
て
お
ら

r
、

い
末
終

f
未
γ

注
行
為
で
も
山
口

ヘ
ヱ
な
行
為
反
慨
阪
が
欠
け
る
と
い
え
な
い
以
i
、
や
は
り
採
用
で
き
な
J

と
弘
わ
れ
る
U

さ
ら
に
、
シ
ー
リ

i
，
ヅ
ツ
の
見
解
は
、
結

果
！
山
九
止
の
態
様
に
脊
日
し
パ
つ
、
五
ノ
け
の
宗
ー
か
ら
終
了
に
い
た
る
ま
で
の
全
校
射
で
況
送
故
忍
右
前
百
円
ぶ
し
た
乙
し
か
し
、
情
成
要
件

ρ店I;1去半：1iii) 1; C()ii) ］（必［201'」） 百J



一政
V

」
性
判
断
に
と
っ
て
主
民
で
あ
る
の
は
、
行
為
の
H
ハ
体
的
結
核
v
f

の
も
の
の
異
同
で
は
な
く
、
行
為
の
ハ
具
体
的
危
険
性
心
有
需
で
あ

4
h
v
n
f
d
m
ん
J
1

段
、
必
故
告
を
支
’
れ
の
珂
始
か
ら
終

f
ま
て
波
求
し
に
よ
J

に
つ
い
に
は
、
法
文
よ
お
一
ご
υ

解
釈
ト
の
枝
川
刊
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、
過
約
九
仙
波
求
立
は
な
か
ら
つ
か
」

お
立
二
人
間
は
吋
果
の
一
社
紙
hp
ん
一
元
九
に
予
見
お
れ
〉
支
配
で
き
な
J

以
ト
、

行
局
者
が
総
成
要
れ
的
結
果
dv一
確
実
に
υ
ぢ
却
す
る
f

で
必
要
て
あ
る
と
し
た
全
マ
、
を
成
L
浅
げ
～
か
乙
う
か
に
右
イ
オ
す
る
に
併
は
妥
当
C
日
い
ハ
他
方
、
主
放
出
帰
属
の
μ
J
4

準
乙
）
〆
て
、
一
4
E

川
実
現
の
何
度
や
放
芯
危
険
、
の
し
九
現
ν互い本め
ξ
見
解
J
b
、
認
泌
犯
の
成
ボ
〕
を
つ
地
区
に
行
為
者
C
主
設
J

心ん
J

容
に
か
か
ら
し
め
ミ
レ
る
U

士
、
た
、
川
出
巾
市
川
引
退
の
逸
脱
に
円
悼
す
る
判
断
は
、
放
円
山
心

μ不
J
1
L

は
切
り
緋
さ
れ
た
九
九
H
P
f

忠
実
に
慕
づ
く
平
殺
前
九
ふ
帰
属
判
断
で
あ
る
が
、

そ
の
判
桁
は
客
削
配
的
ー
は
事
実
判
析
で
あ
る
以
、
そ

も
容
較
的
安
玄
を
も
と
に
し
て
／
り
？
べ
き
で
み
る
…

hr

よ
ろ
に
し
て

平
す
ダ
チ
結
果
の
先
年
一
に
つ
い
て
二
匹
仏
誌
を
考
践
に
入
れ
る
、
一
と
な
く
、
加
持
制
と
i
動
心
両
府
小
炉
、
h
、
結

F

本
心
行
為
お
と
び
政
立
＼
の
店
刊
誌
J
V
判
断
T
u
h

」
こ
と
は
わ
な
ψ
ー
で
あ
る
c

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

。
パ1
 

1
 
1
 

rけ

υ

場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
行
為
時
に
お
け
る
犯
人
の
認
論
』
バ
り
や
吟
味
↓
5
4
G
u

こ
り
し
ノ
一
併
に
よ
れ
ば
、
収
火
芥
の
構
成
民
件
的
行
為
は
、
J
ナエA、

j
 
－技

ゾ
－

v
l
入
、
ノ
ク
ト
〆
JJUW也

「
ー
ィ
C
一
U
J

一日

ゴ
本
の
持
J

一
恥
は
、
－
山
p

十
備
し
」
過
失
の
川
市
広
口
町
と
ト
2
G子
備
罪
説
、
小
）
未
遂
犯
説
、
ぉ
、
仇
ひ
、
③
敗
浅
m
f
抗
に
分
か
れ
て
い
る
r

こ
の
日
刊
併
は
、
実
行
行
為
性
の
判
断
と
め
ぐ
り
、
刑
n

司
法
玩

の
f
ん
連
川
押
収
か
っ
構
成
支
件
的
し
ね
を
ソ
一
「
P

台
つ
つ
J
h

（
形
式
的
客
観
一
布
、
実
質
的
な
9

山地
d
一
お
こ
な
え
ロ
そ
の
た
め
、
形
式
的
容
劃

ま
ず
、
予
備
山
引
説
ば
、
b

同
一
社
設
綬
に
一
三
て
＋
張
手
れ
て
い
る
一

ま
ず
お
’
打
川
吋
が
長
行
行
為
と
い
、
え
る
か
を
判
断
L
ヒ
ト
亡
、
第
七
為
が
五
行
行
為
r

実
む

説
の
見
出
品
か
ら
、

に
J

め
た
ノ
Q

形
式
的
河
解
か
ら

点
、
火
行
為
ー

最
潟
市
り
誠
事
件
ー
で
、
ガ
r
リ
ン
ん
で
揃
…
ノ
＼
七
為
は

ロ
ル
ヘ
行
為
」

で
ふ
め
｝
白
。
そ
の
ー
乙
め
、

ノじ
ご〉

U
此
L

リ人マ
b
Y
4
怖
で
J

の
っ
と

叫
山
途
失
火
山
井
の
成
否
デ
↓
へ
吠
対
す
る
の
で
忠
る
に
ま
と
、

ク
口
口

の卓
hr
字
、
に
つ

W
C
は、
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の
知
行
為
は
、
存
倒
的
に
は
殺
人
行
為
の
空
一
切
に
あ
た
る
が
、
＋
初
刊
で
は
ず
J

備
の
紋
玄
し
か
な
い
た
め
、

一3

－

人
J
U
J

備
〆
」
山
地
一
白
人
致
叫
叫
が
茨
寸
る
こ
さ
れ
る
。
か
－
o
h
つ
な
げ
門
心
得
で
は
、
個
別
事
例
ご

r
に
行
為
請
の
凶
べ
制
的
吉
田
】
に
治
山
し
て
行
為
を

ト
ル
ム
殺
人
事
一
件

も
n判

分
附
ず
る
行
め
、

一
述
の
行
為
」
に
よ
る
法
的
構
成
は
あ
り
え
な
い
、

') 

コ
さ
に
、
未
遂
犯
設
で
は
、
い
は
達
比
定
の
ん
竹
川
に
で
1

↓
平
一
行
一
七
九
を
分
け
に
与
え
る
丸
山
貯
と
、
結
岡
本
の
故
告
帰
属
と
、
、
勺
U
F
L
凶

日
J
Y

コ、

川マ

J
l

犯
行
計
百
円
が
伝
送
結
果
に
結
ぴ
つ
い
た
／
）
い
、
J
L
7
Q
h
v
を
基
却
に
末
J

法
犯
成

ν
を
認
め
る
見
解
に
分
か
れ
る
ハ

凶
作
り
U
U
併
は
、
林
幹
入
品
松
長
に
よ
】
I
G
も
の
で
↓
ぬ
る
（
こ
の
見
併
に
よ
れ
ば
、
況
説
犯
の
五
行
行
為
と
は
、

し
わ
ゆ
る
手
ぬ
し
の
行

為
て
あ
り
、
客
凱
む
に
み
て
叶
設
結
果

hv
惹
必
ず
る
に
吃
に
モ
れ
以
一
の
行
為
が
必
民
と
さ
れ
な

h
L荷
台
で
↓
め
る
。
ま
た
、
主
観
JK
に

も
、
り
て
の
よ
～
っ
す
は
認
識

（
班
、
企
敗
目
白
）

に
十
ん
ど
さ
れ
P
J
1
4
0

心
L

限
ら
れ
る
J

総
与
、

前
明
ド
さ
れ
七
構
成
山
久
九
円
で
あ
る
転
、
ρ犯
は
、

止
明
氏
要
什
か
ら
小
唯
一
成
耐
久
沖
約
結
果
か
れ
取
れ
除
く
と
い
う
形
式
的
な
仲
昨
日

ιに
と
ど
ま
ら
ず
、
実
行
行
為
お
よ
か
い
限
意
の
刊
行
も
定
説
的
に

終
王
へ
拡
張
）
さ
れ
る
L

め
、
既
淫
犯
の
五
行
行
為
と
は
リ
ー
な
る
宋
淫
犯
の
ア
、
行
行
為
が
観
念
で
き
る
と
い
う
J
L
f
な
わ
ち
、

L
混
犯

の
究
行
付
九
九
刷
、

－
門
技
的
、
な
結
果
ょ
こ
ム
忠
い
ト
一
す
る
以
詩

で客
足飢
り a~
る；二
、J 占＋
(__ ~＇ 
". Fi c オて
れや
るn主主
c 起

のる
見えニ
町長 /JJ 

l土 i土

う＇ ~ミ

のら
「 γp
" f否。

期イ7
cつc)
ーが

Ill± 行

て
ノ
必
川
女
が
あ
る
は
吻
合
で
あ
り
、
ち
続
的
に
も
Z

来

事
件
」

お
t

九一リ

ク
ロ
ロ
ホ
レ
ム
殺
人
白
川
e
M
H
」
に
お
け
る
お
行
為
は
、

い
ず
れ
も
既
法
犯
の
い
た
行
行
為
と
は
し
え
な
い
が
、

u
q
t

一石

さ
の
段
階
に
情
当
ず
る
求
巡
故
告
が
あ
る
九
｝
の
、
末
、
中
一
行
為

fwF征
き
れ
る
υ

ま
た
、
古
川
信
教
授
は
、
行
為
ζ

主
任
要
素
の
汁
時
打
い
い
十
忙
の
原
則
か
ら
、

H
Kる
決
告
で
な
く
山
川
澄
佼
窓
μI＼
｛
容
献
的
な
実
行
行
為
ζ

同
時
に
存
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
伝
い
と
の
結
論
争
一
等
く
n

戸
一
の
見
解
か
h
，
は
、
一
千

riLた
結
果
発
主
ー

心
場
台
、
館
行
為
時
に
は

未
遂
故
烹
山
間
山
？
り
と
犯
人
一
の
認
t
d
か
守
化
合
竹
「
る
が
、
客
却
均
的
に
は
い
川
町
遂
杭
京
を
実
現
し
ゅ
人
場
台
、
、
一

τ鋭
こ
容
放
と
劇
齢
が

i
じ
て
い
る
U

そ
の
た
応
、
＝

市
一
に
よ
り
、
末
占
）
吾
氏
安
件
、
己
規
逸
品
開
可
成
裂
性
け
の
は
刊
訟
が
主
芯
わ
ム
ワ
フ
限
度
己
、
軽
い
未
遂
犯
の
成
立
が
認
め

ρ店I;1去半：1iii) 1; 'ii8J ]()8 [201つ百J



、，

二
札
、
り
の
見
解
は
、
既
遂
犯
の
γ

一
～
行
行
為
宇
一
、
し
い
わ
ば
外
伝
士
長
ず
る
「
線
で
は
な
く

と
、
〆
て
肥
握
「
る

た
め
、
そ
も
そ
も
「
述
の
’
れ
品
」
を
説
念
ず
る
こ
と
が
間
引
症
と
な
る
ラ

長
後
の
：
ぶ
笠
犯
説
は
、
ト
ぃ
（
呂
数
以
に
も
仏
プ
Q
J
も
の
で
、

γ如
来
の
故
す
い
ω
帰
同
の
泉
南
ν
「
L
て
バ
一
剖
%
現
の
い
粍
芝
山
L
K
岬
と
る
こ
こ
で
、
末
、
え

犯
凶
川
ん
げ
の
余
地
を
認
め
る
n

す
な
わ
ら

の
若
手
に
あ
た
｝
白
第
行

A
〆
｝
伝
生
口
結
果
と
の
拘
に
似
当
バ
刊
小
河
係
が
占
め
る
場
れ
で
も
、

犯
行
＝
下
回
よ
り
も
J
Y
ノ
＼
札
果
が
党
ペ
ー
し
た
場
合
、
欲
的
帰
属
、
了
、
て
当
該
計
思
を
は
意
門
口
市
川
怖
で
き
な
い
こ
ャ
乙
円
1
4
め
る
ζ

い
う
n

そ

の
際
、
同
川
出
K

M
柱
J
M
J

の
認
識
が
担
当
凶
取
持
併
の
気
温
ん
J

に
と
ど
ま
る
か
を
基
準
と
す
】
4
の
で
ほ
〈
、
よ
打
行
為
者
パ
γド
工
問
明
白
に

J
h

人
っ
て
、

犯
人
の
認
識
し
た
危
険
が
当
該
紡
民
に
実
現
し
ド
二
L

は
い

1
1
r、
犯
行
記
ー
山
か
ら
へ
幅
に
返
駁
し
て
レ
た
か
乙
う
か
が
判
断

心
忌
f
F
ー
し
す
od
こ
の
基
準
に
よ
打
、
結
決
の
敢
な
帰
属
が
否
定
さ
れ
h

一
と
さ
、
末
、
ふ
犯
hm
よ
び
過
川
入
苅
遂
に
と
ど
ま
る
ご

2
に

:¥ 

他
ん
、
既
遂
犯
説
も
、
そ
む
四
時
市
構
成
に
よ
い
F

A

一
つ
の
見
解
に
分
か
れ
る
い
司
な
わ
ち
、
結
果
肝
避
の
要
請
に
よ
り
一
一
迫
の

行
為
」
？
と
人
て
ほ
遂
犯
の
－
成
iu

三
M
M
め
る
見
解
、
伝
統
的
h
b
実
行
つ
ね
論
に
よ
り
処
押
す
る
凡
叩
跡
、
お
よ
び
、
伝
似
伝
山
ム
［
p

志
向
行
為
主

巴〕に
r七
日
す
る
問
解
て
あ
る
代

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

え
の
見
解
は
、
山
［
ハ
教
授
の
所
一
恥
で
あ
り
、
末
法
出
川
此
必
件
前
’
基
伝
的
構
成
妥
件
を
村
山
張
、
〆
？
に
構
成
安
件
さ
あ
勺
p

い
う
即
解
か

既
浸
相
作
山
実
行
行
為
ば
、
肉
V
人
関
係
の
起
上
ハ
d

で
あ
り
、
構
成
支
件
的
活
呆
を
同
一
般
に
f
E
起
「
る
客
創
的
伝
危
険
の
あ
る
行
む
に
す

1出
方

本
命
）
犯
の
実
行
は
、
よ
透
い
弘
治
の
必
裟
件
か
ら
構
成
中
片
付
い
的
結
果
を
厄
仁
川
J

に
苫
守
山
止
す
る
仁
為
の
開
始
以
、
川
に
も
認
め

n 
口
朴
は

品古

来〉ヤ
若
,!_<! 

（~ 止ま
ど白、 it、
てま
もで
よポぃ倒
乙ヲ

己 c
rし 才工
るじた
c玄ア
ヅ之

為

：一山

J

1

1

、J
／

J
Y
F
V十

既
遂
犯
の
川
市
六
じ
わ
河
川
〆
」
？
ド
乍
意
犯

げ
ゐ
実
ノ
仁
行
為
は
日

か
払
う
な
迅
鮮
か
ム
は

日
比
幣
山
川
公
件
J
Y勺
れ
か
判
断

rJる
際
、
未
遂
処
罰
心
、
必
要
性
か
ら
山
花
百
出
さ
れ
た
実
行
日
右
手
を
、

に
し
い
え
阿
川
ポ
段
川
、
却
の
芯
凸
d

で
丸
っ
と
も
、
況
を
犯
の
実
／
行
行
為
と
す
る
ご
と
し
は
妥
当
で
な
レ
（
ぞ
れ
一
昨
／
え
、
1

門
収
賄
の
日
叫
手
汗
一
や

I＇~ J、y王子： CiO !l !fi9! 1代日 :20;1). て
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ー
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
殺
人
以
件
で
小
さ
れ
た
法
判
所
の
止
坊
は
、
「
既
遂
犯
H
－
人
川
市
犯
士
憎
此

ν一
汁
附
結
果
L

U

）
形
式
的
に
従
え
て
お

1
j

、
ご
の
も
で
つ
J

q

J

V
古
川
は
、
成
主
要
干
の
佼
告
を
拡
張
L

2

1

T

4

3

一
犯
の
だ
行
意
味
こ
堺
ず
る
も
の
で
あ
り
、
構
戎
裟
件
的
結
果
、
F
4

零
凱

も
n判

的
レ
処
罰
奈
件
化
ず
る
J

も
の
で
あ
勺
て
疑
問
で
あ
る
こ
い

み
の
卜
で
、
斗
円
山
校
長
は
、
結
果
同
昨
日
44性
ぐ
い
う
実
質
的
考
慮

iJ、

臥
…
一
構
戎
要
伝
い
そ
れ
け
寸
悼
を
拡
長
C
き
る
か
を
検
討
Lq
る
。
す
な
わ
ち
、
行
局
者
白
身
日
夜
数
の
も
お
が
、

事
前
の
犯
行
計

山
山
・
丘
町
品
、
川
主
に
幕
つ
い
て
、
構
成
要
件
的
結
来
に
山
日
て
滋
一
口
さ
れ
る
」
場
合
、
、
｝
の
よ
う
な
有
数
行
為
は
一
行
為
者
円
山
円
以
－
U
現
実

化
2
し
て
行
為
者
に
円
附
属
す
る
も
の
で
忘
れ
2

一、
η

て
の
レ
ず
れ
の
行
為
J
U
、
結
果
何
避
の
世
論
h
f
b行
わ
れ
な
レ
こ
と
が
一
法
的
に
期

山川
3
れ
て
い
る
一
と
ヨ
う
じ
を
れ
ゆ
え
、

わ
意
UE
に
基
づ
く
一
一
連
の
五
行
行
進
ぽ
一
体
と
し
て

一
U
L
ノコ

L

こ
ヨ

ト
は
｛
W
H
1才
工
｜

担
問
似
き
れ
、
そ
の
全
体
が
一
付
伊
仙
川
に
料
川
J

け
さ
れ
、
班
、
企
の
実
行
行
為
が
鉱
張
さ
れ
る
υ

こ
の
沈
没
の
実
行
／
れ
為
C
拡
張
基

VMM流
た
さ

心｝

れ
る
限
り
で
、
い
限
意
も
ー
払
張
き
れ
る
か
ら
一
、
口
し
す
ぎ
た
借
成
剛
丈
刊
実
「
凡
の
引
案
で
既
遂
犯
セ
自
宅
し
う
る
と
い
わ
れ
る

1 

第
二
心
児
鮮
は
、
安
行
の
岩
手
と
枇
遂
犯
の
実
行
行
為
は
異
な
る
行
為
て
z
b
く、

i
観
容
飢
の
阿
匝
で
共
通
「
る
？
と
い

解
か
ら
山
出
発
し
て
い
る
勺

rJLruわ
ち
、
瓜
連
犯
の
実
行
行
r品
川
は
、
批
淫
伎
な
に
土
配
さ
れ
た
直
長
的
ど
け

C
4
L
U也
九
限
定
さ
れ
な
い
た

め
、
当
行
の
ぢ
ョ
か
ら
ω山
系
を
へ
ん
起
「
る
行
fdま
で
が
刊
の
五
行
行
為
し
」
な
る

そ
れ
ゆ
え
、
行
為
者
が
既
遂
故
意
主
義
ぱ
て
い
な

く
て
も
、
犯
行
計
説
ー
に
も
γ

〆
＼
つ
い
て
、
①
第
行
為
か
お
二
行
為
へ
区
長
的
一
日
wv八十
L
起
行
為
）
を
澄
行
ず
る
か
際
、
必
長
不
司
欠
な
も
の

で
あ
り
、
必
皆
川

し
斗
吋
に
右
手
一
；
れ
が
い
第
行
為
の
巡
行
に
支
障
が
年
く
、

さ
い
J

に
、
③
州
知
行
為
乙
第

C
A一
が
肘
川
閥
的
・
場
所
的

、
こ
れ
ら
は
体
化
さ
れ
て
、

官川妓
γ

川
一
町
一
八
刀
な
法
以
侵
宍
の
羽
実
的
自
険
性
を
た
れ
J

一
連
の
笑
わ
行
為
；
、
法
的
に

に
近
接
’
ν

て
い

評
倍
さ
れ
る
u

行
為
者
は
、
刀
ょ
う
店
主
の
実
行
／
七
九
に
よ
り
構
成
安
作
市
什
如
来
J
U
Y

－
生
じ
さ
1
1
司
令
こ
こ
を
火
象
お
よ
び
認
存
L
て
い

ふ
l

以

t
、
構
成
安
打
的
投
自
主
存
λ

什
「
｝
白
こ
と
に
な
る
n

ー
た
が
っ
と
、
こ
の
弘
前
で
は
、
ペ
ー
行
の
着

TrL丸
山
た
る
川
市

行
為
と
そ
一
」
か
ら
d

じ
た
結
果
の
舵

ι桁
当
凶
巣
明
日
可
さ
え
あ
れ
ば
、

ρ店I;1去半：1iii) 1; c;o) 170 [201つ百J



残
る
問
題
は
、
行
為
者
の
認
識

r
は
異
な
る
同
長
計
過
Jど
介
〉
っ
た
よ
に
つ
い
て
、
国
系
悶
係
の
鴻
誤
Jrど
う
以
り
扱
う
か
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
除
、
凡
来
関
係
の
認
識
は
、
出
相
当
対
果
関
係
の
認
識
で
足
り
る
か
ら
、
い
れ
持
者
の
衣
象
子
山
叩
り
↓
凡
果
関
一
刊
聞
の
前
凶
阿
に
あ
れ

ば
、
構
成
要
刊
日
的
校
容
は
川
出
却
さ
れ
ず
、
行
品
者
は
い
試
す
む
の
川
凡
遂
責
任
を
ι
門司、っこい）

'.) 

な
お
、
近
時
で
は
、
次

η
よ
h

寸
な

ι山
中
も
え
ら
れ
る
。

心
伍
引
月
以
ζ

市
宣
者
町
4
、

イ
ー
）
一

E
；
19

一日け川げハリ長市民ハ？心
p
川
F

七
局
窓
円
「

d

れ
か
及
、
J

範－
h
u
に
若
司
し
つ
つ
、

に
よ
る
結
来
I
h
、
起
事
例
で
問
責
一
七
片
付
の
わ
｛
止
や
行
為
の
俳
数
判
断
中
一
行
事
寸
の

」
の
見
解
は
、
刑
法
（
り
引
合
的
機
能
か
法
椛
似
誌
の
ん
め
の
行
為
刻
認
の
誌
不
P
L
l
v
小
昨
ら
れ
る
以
L

、
行
局
胤
記
に
還
に
す
る

主主

臼
山
口
忘
刊
日
巴
一
か
重
民
で
お
っ
て
、
そ
の
官
数
お
よ
び
品
川
イ
明
か
ら
速
の
実
行
行
為
の
外
延
を
特
定
し
う
る
と
L
ぅ。

,, 

三
山
止
し
た
の
刊
け
ん
日
川
乞
川
見
。
と
、
第
一
の
辺
、
必
犯
説
げ
が
理
論
的
に
も
妥
当
た
口
市
川
沿
と
な
る
一
右
、
絞
り
児
一
昨
に
は
疑
問
が
あ
る
υ

ま
ず
、
浅
間
教
授
の
子
信
罪
説
は
、
そ
の
根
拠
と
し
r
、
へ
l
）
存
間
的
な
実
行
れ
い
り
，
官

T
に
の
ι
－
ら
ず
、

～
日
）
容
続
的
に
実
行
の
善

子
が
あ
っ
て
〉
穴
、
五
制
問
的
三
千
備
の
ほ
さ
し
か
十
円
J
4
し
な
い
庁
、
を
J

の
げ
る
け
戸
、
実
行
の
治
子
が
棋
ば
安
件
該
当
性
の
問
題
一
マ
ご
め
る
と
し

vど

も

こ
の
お
ム
ロ
（
り
形
式
的
基
準
と
は
、
似
議
ほ
し
認
を
さ
属
、
し
に
い
%
質
的
容
飢
説
に
も
と
づ
く
構
成
安
打
的
行
為
ζ

限、
f
と
仰
併
す
べ
き

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

で
あ
ろ
汽
＝
た
と
え
ば
、
比
火
罪
に
お
け
る
し
は
火
し
て
」

の
さ
床
は
、
文
埋
解
釈
主
主
院
「
る
が
t
ん
況
に
；
れ
ば
、
「
点
火
汗
為
」

に
阪
｛
一
心
さ
れ
る
し

J

’m
〕
、
火
ふ
れ
自
体
の
ぼ
川
口
し
い
、
そ
当
日
て
1
5
火
t
f
Z
7一
下
で
抜
｝
つ
こ
と
一
が
で
き
な
い
た
め
、
攻
火
行
為
に
は
、
何
ら

か
の
煤
介
物
が
使
い
川
一
さ
れ
る
で
あ
乃
う
ロ
ま
た
、
九
九
を
行
ね
な
い
高
熱
の
燥
焼
に
よ
る
独
り
悦
焼
も
一
ロ
ョ
徒
で
あ
る
以

l
、
放
火
行
為
を

）
川
一
火
だ
け
に
限
定
す
る
必
然
件
は
な
に
放
火
行
列
吋
は
、
実
質
的
客
劃
説
の
［
一
見
地
か
り
日
的
物
の
焼
山

m
k
m沼
力
を
ワ
与
え
る
行

為
1

乙
捉
え
る
ヘ
き

まー～

～
日
）
に
つ
い
て
も
、
事
実
的
故
魚
が
客
鋭
的
構
成
要
件
主
突
の
認
漏
・
認
容

ζγ
？
h
u
迫
状

出に
γγ
こ
こ

結
果
発
生
の
危
険
性
を
ム
礎
づ
日
｝
白
行
為
が
占
め
っ
～
ロ
ト
も
か
か
わ
ら
ず
、
ん
山
市
に
予
備
の
校
日
尽
に
乙
ど
ま
る

、こ
L

「
司
ゐ
の
は
、

現
守
ん
ν
れ
な
判
断
て
は
な
か
ろ
う
〈
た
こ
え
ば
、

叩
が
ム
に
｛
刊
行
亡

ι」
銃
を
数
発
八
北
悩
し
た
際
、
計
千
円
ど
り
よ
一
札
b
l

制
圧
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す
る

E
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
尚
に
殺
人
J
P

－
備
を
認
ぷ
、
以
去
い
と
と
ま
る
と
、
J

て
、
山
口
リ
ピ
子
備
罪
と
ず
る
の
は
叩
限
が
あ
る
一

げ
だ
し
、

挙
伎
を
人
件
に
向
け
て
同
党
砲
す
る
ご
y
し
は
、
そ
れ
だ
け
で
宇
命
侵
害
の
危
険
性
J
V
一
基
守
づ
け
る
行
為
に
あ
り
、

か〕
o
h
）
な
行
為
、
Y
E凶

も
n判

的
に
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
｛
一
し
盟
内
な
れ
ぷ
Z
E
を
認
め
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
υ

実
ノ
「
打
品
性
心
判
断
は
、
突
し
行
為
の
H
ハμ
判
的
危
険

性
と
と
も
に
、
行
為
者
が
容
額
約
な
構
成
女
作
該
当
辛
亥
」
／
表
象
）
了
〆
E
F
、
か
よ
ム
な
表
象
が
般
ヘ
け
賢
治
か
ら
枚
目
に
あ
に
る

一心一

b
r
r
川
hr
の
定
刑
法
的
伝
川
断
に
一
は
か
な
ら
な
h
n
b
r
h

に
い
い
人
rゴ
｝
一
の
笹
川
出
共
H

浮
い
市
な
心
止
状
態
に
応
じ
と
子
仙
行
持
乙
実
／
七
の
r匂
ー
を

バ
出
す
る
な
ら
ば
、

L
L
日M
L

義
的
犯
罪
一
一
前
と
川

の
前
科
的
川
口
町
結
に
主
る
で
為
ろ
う
〈

7 

さ
て
、
未
遂
犯
一
説
の
う
ー
っ
林
投
JUの
け
ん
併
は
、
片
端
ト
午
前
裕
氏
裏
付
げ
に
お
け
る
山
義
的
結
果
惹
起
行
為
と
修
正
さ
れ
た
情
成
要
件

に
H
け
る
心
土
ん
A
U行
為
（
実
行
心
長
手
）
吉
区
別
す
る
も
の
で
あ
ハ
た
へ
を
の
根
仰
と
し
て
、
れ
れ
没
犯
の
偶
成
耐
久
九
件
は
、
基
本
山
川
山
間
以
耐
久
九

件
の
実
行
行
為

に
修
正
す
る
も
の
で
為
的
、
そ
こ
か
ら
よ
遂
な
意
2
政
没
飲
志
む
追
い

γ
楕
成
長
件
ニ
も
道
二

ニノ

2
し
に
J

な
ァ
匂
行
ど
、
長
ら
人
仁
、
雫
九
行

の
忌
千
は
末
ぷ
一
犯
の
防
止
而
久
刊
の
つ
f

為
る
が
、
既
遂
犯
を
合
ひ
共
同
Jl
犯
の
構
成

安
件
で
う
D

「
実
行
」

の
枕
久
山
ば
用
い
つ
れ
て
い
る
ハ
す
た
百
わ
ち

「
宇
ハ
付
」
ば

ほ
人
法
犯
と
れ
れ
必
犯
に
共
通
ふ
や
る
忠
利
で
為
る
以
上

既
遂
犯
と
よ
遂
犯
ご
い
デ
パ
J

概
念
が
具
な
ゐ
川
町
一
日
は
H
川
山
？
た
、
つ
な
い

む
し
ろ
、

i
h
遂
犯
ピ
お
け
る

終
末
は
、
情
成
川
九
件
的
給
対
日
乙

攻
り
除
い
わ
に
と
ど
ま
る
v

ま
た

、
犯
人
m
r
v

該
行
為
に
よ
ヲ
て
付
J
U
K

注
ぷ
｝

Jut
と
、
ど
～
し
m
L
L
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
、
必

ず
ー
も
犯
行
町
内
の
け
且
八
件
的
住
思
内
符
に
抗
烹
さ
れ
ヨ
い
、
で
こ
か
ら
、
山
川
芯
故
意
の
純
ハ
2

山
を
既
3
一
構
成
揮
下
、
昨
の
独
リ

L
に
裟
素
子
付
る
こ

と
は
困
難
で
あ
ろ
う
υ

成
主
犯
の
支
行
い
れ
刊
吋
と
木
咋
）
犯
の
i
t
行
行
局
は
司

不
透
犯
は
戊
恒
知
山
〆
」
異
な
る

か
一
三
つ
ー
し
て

掛
町
山
百
要
刊
ハ
的
C
A刊
を
予
定
「
司
令
？
、
川
の
で
は
な
い
。
な
U
旧
、
十
本
。
一
犯
引
同
の
中
で
、
一
十
E
而州中大
m引
の
紅
山
内
ー
に
よ
り
的
立
へ
の
一
帰
属
Jt判
断
「
る

弘
前
に
コ
い
亡
は
、
事
＋
十
六
日
一
知
明
日
論
を
発
司
事
実
に
ム
づ
一
〈
事
後
的
判
断
と
み
た
山
、
で
は
t
t
L
；
し
か
し
、

川口

犯
罪
川
市
成
要
件
一
宮
本
棋
J
一
し
に

U1主
的
判
町
内
J
l

よ
ね
り
、

ふ
の
事
役
的
斗
叫
川
は
、

犯
行
計
而
と
工
つ
行
為
者
の
ふ
綿
一
に
依
拠
し
た
非
！
忠
信
的
判
断
て
ぽ
な
い
c

二
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の
々
で
、
計
ゴ
＝
ー
剥
説
J
B
市
長
？
と
t
J

ゆ
い
と
レ
え
L
L
P

コ一

詰

他
十
川
、
既
遂
犯
一
説
を
採
戸
川
す
る
コ
教
花
町
一
J

［
見
所
は
、
本
涜
犯
の
宝
ー
い
れ
こ
山
川
注
犯
の
実
行
を
区
別
す
る
枝
川
刊
と
1
L

て
、
刑
事
政

終
的
要
訂
か
コ
不
透
構
成
裟
件
が
基
本
的
構
戒
中
メ
作
を
松
張
」
し
た
も
の

る
ロ
か
γ

て
つ
な
＝
一
見
前
か
り
は
、
的
制
姦
円
引

の
い
ふ
本
的
構
成
安
打
を
一
拡
張
ー
す
る
J

と
で
、
強
姦
片
山
日
ら
れ
f
欣
司
行
為
も
、
強
姦
の
実
行
の
担
コ
ヂ
ζ

ム
る
こ
と

し
た
が
っ
て
、
主
柄
本
的
掛
町
山
川
辺
件
に
お
け
る
一
実
行
E

り
ト
甘
相
川
は
い
同
淫
犯
の
成
V
要
件
げ
い
」

iィ仁川一ヲ

い
う
実
行
心
J

相
手
の
安

件
で
な
い
こ
と
に
ほ
ξ
し
し
か
し
、
未
益
構
成
史
件
を
一
拡
張
一

FJ
る
こ
と
の
本
4
4
L
的
意
味
は
、
持
成
切
入
計
約
結
果
が
な
く
て
も
未
透

犯
て
処
罰
し
う
る
と
す
る

刑
罰
J
J
校
一
宇
山

と
結
び
つ
か
云
w
〈

L
M山
日
目

叶
I
l
M叫
4

に
は
〕
ム
ア

η日
付
与
の

ま
す
に
、
山
川
は
教
一
立
は
、
班
、
企
犯
常
成
立
さ
九
七
る
根
拠
と
し
て
、
結
果
同
舟
川
能
性
1r
い
う
実
笠
的
考
自
白
か
ら
、

t
A
遂
届
川
成
安
川
叫
川
L

L

C

も
の
の
花
怯
を
詰
め
て
い
る
F

さ、
h
に
、
こ
う
［
た
実
’
打
ノ
打
込
む
拡
張
、
川
付
記
さ
れ
る
限
れ
て
、
投
古
も
い
払
張
さ
れ
る
と
い
う
へ
い
こ
で
、

札
来
日
巡
可
ZK料
い
は

国
ド
ポ
悶
係
一
指
の
条
刊
公
よ
か
り

U
7か
れ
た
何
一
巳
υ
心
構
成
史
件
医
京
7
ょ
の
り
同
で
の
射
程
は
お
段
の
民
高
化
に
向

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

L
J
’2

コパ
v
f
I
、、
ι

b
j
v
L
 

弘
張
す
る
論
拠
L
Y

な
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
じ
そ
も
そ
色
、
故
意
は
、
実
行
行
為
い
た
行
ず
る
一
」
と
で
お
ゑ
合
一
体
を
導
い
た
と
い
う

悶
係
が
あ
れ
ば
足
り
る
c

γ

7

一
げ
か
っ
亡
、
結
山
市
凶
滋
司
能
性
に
よ
る
構
成
茨
件
の

し

mfv、
か
よ
う
な
許
宗
凶
遊
可
能
い
い
の
要
件
が
、
ム
ぱ
ぜ
山
川
河
犯
の
一
五
行
行
為
J

じ
拡
張
し
た
り
、
ム
下
観
的
な
り
ば
烹
F

ピ

に
応
、
）
亡
向
刀
L

m
同
百
の
右
京
一
げ
か
決
ま
る

よ
U
U
4」

、4

最
伶
に
、

「叫戸沿い
k
d
十
什
志
川
／
打
為
吉
山
」

か
ら
、

間
賞
ノ
打
九
を
特
定
t
u
一人打、

行
為
の
側
約
批
判
断
を
／
打
、
勺
見
鮮
に
つ
い
て
は
、

,, 次
の
よ
う
な
疑
問
が
司
じ
る
u

故
自
の
前
淀
叩
占
め
る
／
七
為
ぃ
吉
田
ω
は
、
で
の
絞
り
行
持
J
V

－h
、
｝
な
う
5
1
1ど
め
っ
て
、
故
良
心
内
科
～
る

時
札
成
要
れ
的
事
実
の
よ
一
象
・
認
t
d
h
p
A
yい
ま
ほ
い
u

ま
ん
＼
わ
持
古
川
訟
を
主
凱
約
通
ふ
い
い
υ
主
治
と
す
る
見
解
t

ど
あ
っ
て
も
、
そ
の
有
計
十
人
い
去

遂
犯
の
五
行
の
存
否
r
q
一
基
礎
づ
行
司
令
危
険
主
川
川
断
の
資
料
と
芯
る
に
す
ぎ
な
か
よ
ー

し
か
し
、
行
為
吉
村
む
が
一
法
ぷ
侵
害
寸
乞
ぶ
叫

11；~ J、y王子： CiO <l 17ス1 17つ：20;1).て
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す
る
と
い
弓
な
ら
ば
、
ァ
れ
は
出
川
此
妥
件
的
故
志
と
阿
久
な
ら
な
い
の
で
け
な
い

け
ど
し
、
法
衿
口
以
牛
寸
yp一
志
川
ず
る
に
は
、
そ
の
諭

在
的
t

町
民
こ
に
て
、

侵
ニ
u
法
日
ハ
川
が
特
定
き
れ
、

ろ
し
辻
川
容
件
の
伝
日
正
一
一
方
法
寺
が
認
識
手
れ
て
い
な
け
れ
ば
句
、
b
q
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

も
n判

意
味
で
「
日
広
ぷ
侵
宍
ト
十
九
川

pr為
丸
信
思

そ
れ
に
よ
り
山
昔
、
じ
為
を
特
去
す
る
戸
一
yu
は、

は
、
」
ヨ
F
Z
Hい
故
丸
信
刊
の
山
竹
什
忙
を
駅
提
「
〆
て
お
り
、

結
論
の
先
取
り
引
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
沖
遣
講
師
が
述
べ
｝
白
よ
う
に
法
係
伝
生
口
を
ゐ
山
口
る
行
為
怠
弘
が
七
為
規
範
に
A
A
反

f
G

首
盲
目
訟
で
あ
る
と
す
J

れ
ば
、
そ
れ
は
下
備
一
行
為
の
段
階
で
？
h
存
在
し
て
い
る
に
氏
、
平
行
し
た
門
前
ゆ
が
問
主
む
A
刊
を
特
定
「
る
ぷ
却
に
な

る
か
は
疑
問
刊
で
あ
る
U四

「

連
心
行
為
」
心
情
造

1 

以
ぃ
二
口
γ
す
ぎ
て
結
県
民
γ
洋
一
宇
一
素
材
よ
し
と
、
構
成
安
作
「
品
レ
i
件
L

お
け
る
一
一
速
の
行
為

む
百
味
合
校
－
お
し
て
き
た

Z

こ
で
は
、
批
忍
犯
の
実
行
行
為
が
末
透
犯
の
実
行
行
為
と
見
な
り
ず
、
実
行
の
着
丁
す
か
ら
在
長
的
な
結
来
日
必
起
ま
で
と
制
心
主
行

行
為
と
い
て

一
定
の
札
パ
「
叫
ん
を
も
っ
l
h

一
小
可
分
一
体
と
ふ
庄
の
行
為
と
み
る
見
解
l
p
t
ψ
I
J

し
た
っ
け
だ
し
、
行
為
苫
の
花
付
計
一
目
の

ー
で
は
、
佼
字
結
出
に
い

ρ位
、
ぷ
川
、
い
行
丸
か
ら
コ
談
込
山
木
が
た
γ

じ
た
場
含
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
一
般
人
の
悦
ぶ
か
っ
、
ぺ
該
宅
当
事
一
構

ぷ
ι
山
氏
件
に
当
て
は
め
る
と
い
そ
に
型
的
な
判
断
が
必
長
y
lゴ
る
か
り
で
あ
る
つ
ま
L
Y
J

、
叫
ん

1
0
え
な
一
夫
行
行
為
性
の
f
什
否
ば
、

υ
日
式
的
容

日
臥
μ
況
に
よ
ら
ず
、
実
倒
的
容
院
説
に
ぷ
り
判
断
さ
れ
？
ね
ば
な
り
な
い
。

た
だ

L
、
こ
の
「
述
の
行
列
吋
」
山
川
、
成
遂
犯
を
、
日
提
こ

γ
る
「
円
？
？
ぎ
三
位
川
県
千
白
牛

の
場
合
ど
汁
の
問
題
で
は
な
い
っ
山
同
意
。
明

果
を
予
定

L
日
い
末
遂
犯
で
も
認
め
～
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
U

た
と
え
ば
、
窃
向
山
パ
り
場
台
、
引
物
包
行
為
か
ら
、
必
」
五
完
敗
／
七
力
仕
町
村
て
、

出
店
内
有
を
取
’
侍
し
て
ほ
遂
に
注
ず
る
が
、
J

ぽ
と
へ
げ
が
実
質
的
に

述
心
行
A
Cあ
る
た
め
、

L
ば
し
ば
、
4

も
の
／
れ
為
を
も
っ
て
窃
次
一
の

当
下
と
さ
れ
る
に
日
Y
つ
し
た
考
え
与
は
、
広
一
か
ら
③
ま
で
の
複
数
行
持
hvコー

市
立
の
一
行
為
一
て
為
る
と
捉
え
な
け
れ
ば
導
さ
え
は
い

ρ店I;1去半：1iii) 1; crn 174 [201つ百



は
「
で
あ
り

二
の
判
断
作
祁
み
は
既
盗
犯
い
お
い
て
主
川
、
な
、
り
な
い
に
そ
の
芯
味
で
、
走
行
の
担
任
7
の
判
断
は
、
内
初
か
ら
一
連

の
戸
し
い

λ
川
」
エ
ゼ
マ
〆

の
判
断
は
、
長
行
の
着

f
を
め
ぐ
る
議
論
を
長
辺
L

た
汀
附
ゲ
L

あ
る
と
も
い

M
L

ト
円
、
速
の
行
為
」

に
7

仇
刊
の
で
も
占
め
る

') 

み
一

7
U
丹
、
＋
」
小
、
以
村

r

J
4
r
こ
1

b

y

L

↑I

六
叶
八
イ
ヘ
J

行
為
で
あ
る
実
行
／
作
品
、

γ
な
わ
ち
一
連
け
行
為
i

は
、
ど
の
寸
つ
に
必
泌
さ
れ
る

γJC山、あ

ろ
う
h
r

。
総
成
安
打
JJhvi
性
心
判
断
に
あ

者
の
十
L

鋭
か
ら
切
れ
縦
し
と

股
人
か
ら
み
に
、
容
割
引
令
三
門
町
一
山
一
門
で
絞
殺
行
為
の
坦
連
吟
を
検
討
し
辺
、
げ
ー
れ
は
な
ら
な
い
η

そ
の

際
、
半
な
る
「
全
体
計
考
察

に
よ
る
の
で
な
く
、
行
持
4
2

速
の
も
の
と
川
町

3
匂
基
準
一
ゲ
乙

ι立
rJJG
必
吹
か
お
る
。

実
質
的
に
考
察
す
れ
ば
、
パ
！
ん
行
打
A
泣
い
、
政
見
梢
成
安
作
実
収
L
4
土
る
現
実
的
危
少
、
性
を
も
う
た
／
れ
為
で
あ
る
わ
し
か
し
、

J皇

心
行
為
一
と
判
制
す
る
に
み
て
っ
て
、
「
犯
U
X止
m
h
k申
r
h

作
尖
毘
L

山
土
る
戸
川
実
的
危
除
、
性
一
と
い
う
基
準
だ
げ
て
は
、
必
ず
L
も
明
確
で

な
い
わ
一
そ
こ
て
、
実
行
行
為
の
内
J

（介lrAVQ
現
実
的
危
険
性
主
前
提
と
し
た
下
PY基
準
が
求
め
一
、
り
れ
る
が
、
実
行
行
為
ご
何
時
唱
と
な
る

行匂さ7ご品＇；;r，苛＇I＇.と芸 h行為

稔
か
、
つ
み
て
阿
川
炉
、
の
危
険
性
で
あ
り
、
し
か
も
同
来
的
に
み
て

0 
;"ii! 

"' 4ノ
切
り
以
マ
そ2

？？ 
））コ

C;C 

主主
と
!J: 
JC, 
叫

I＇~ J、y王子： CiO 11 175! 175 c20;11. 

反
究
的
危
険
性
が
ゼ
宇
ヴ
い
叫
に
ー
な
絞
っ
け
り
一
れ
と
も
の
ご
あ
る
は
上
、
町
一
の
法
誌
に
川
け
ら
れ
に
攻
実
的
危
険
で
あ
っ
て
、

行
為
態

山
一
の
も
の
ご
K
M
け
れ
ば
な
、
り
な
い

古
墳

η
司

）

｜

（

i
 

町民性」

ζ

呼
ぶ
こ
と
に
ど
主
J

v

た
お
、
前
ぷ
一
〕
た
基
準
か
ら
一
述
の
行
為
」
と
判
断
さ
れ
る
以
卜
、
、
二
割
似
の
故
訟
は
、
五
行
汗

為
に
先
行
ず
J

る
た
め
、
そ
れ
が
主
製
令
一
件
を
草
い
ん
三
い
う
関
係
が
あ
れ
ば
よ
い
J

:z 
0) 

事
ノ」

的
1刑
'"j 命
刀

三九日
l刷

る
~！＇！ . ,, 
'1斗予ム

九ム一、

斗

4
1
f～

そ
こ
て
の
故
む
は
、

心「7

容
鋭
的
に
川
戸
な
が
険
悦
が
符
十
代
｝
ノ
た

q
LいJ
ぺ〔
h

、

表
象
・
認
容
で
あ
る
か
ら
、

「
中
芯
mu

故
忠
」
を
認
め
て
も
宗
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

、3

そ
れ
で
は
、
一
危
険
の
九
百
れ
ー
は
、
ど
の
で
つ
に
決
定
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
お
よ
そ
犯
罪
宇
象
に
は
、
子
備
行
局
か

b
d
m拾
の
結
束
品
起
に

ー
多
数
の
JO一りf
げ
か
存
在
す
る
か
、
ま
ず
ぺ
心
主
実
古
ら
い
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ー
述
、
ど
ん
仲
道
講
師
い
よ
る
法
益
侵
害
志
向
行
弘
意
思
は
、
こ
う
し
た
仕

り
問
責
行
為
J

存
立
泣
す
る
z
l
h

め
の
判
断
弘
常

戸、つ
1
J

｝

斗

ぷ

1

－かヲ）、

に
ど
恒
日
1

J

て
問
責
行
為
J
f

特
定
L

ヨ
ノ
る
一
地
対
立
は
、
t

町
沖
7

J

た
疑
問
が
牛
じ
る
υ

作
品
侵
害
十
刊
一
川
行
為

6
忠」

も
n判

さ
」
三
、
君
、
行
f

行
為
乙
門
限
宝
一
以
バ
が
’
関
係
て
な
い
以
上
、
「
尚
険
の
河
川
口
性
と
I
U

を
採
用
、
J

ノ
ヘ
ノ
、
実
質
的
零
時
臥
説
か
っ

手
か
れ
ー
に
構
成
安
打
的
r
わ
凸
刊
に
生
心
主
ア
半
一
（
構
成
法
件
的
訂
慌
の
対
象
と

L
て
の
事
実
）
を
当
て
は
め
ζ

、
何
人
r
一
問
責
行
為
。
〈
し

FLU

記
「
る
か
が
決
定
さ
れ
る
、
｝
乙
に
な
る
。

一
ド
ロ
ず
、
絞
殺
の
行
為
が
ム
パ
ム
ゲ
「
る
場
合
、
位
一
以
忙
な
し
し
侵
害
さ
れ
た
法
訴
を
基
準
と
し
て
同
絞
り
引
な
結
果
芯
起
行
為
？
け
定

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
c

そ
の
除
、

先
行
L
－
～
行
与
が
山
一
桜
前
芯
結
川
市
惹
沼
行
為
と

jキ

体
で
お
る
と
す
る
に
は
、
実
行
行
為
の
も
つ

同
州
実
的
伝
法
九
性
が
伝
ト
静
心
市
治
化
ヘ
ホ
い
し
浸
点
下
い
に
よ
h
ぷ
従
づ
け
ら
れ
る
以
｝
、
以
「
の
も
の
が
必
耐
久
と
迂
る
す
な
わ
ち
、
の
同

心
川
1
益
向
山
主
音
な
い
し
一
地
品
川
化
に
向
げ
ら
れ
と
い
る
、
｝
と
、
②
山
民
約
九
品
川
h
県
荒

LTTム
く
一
で
必
要
小
川
欠
な
れ
為
で
あ
る
こ
と
、

L

か
J
O
、
一
切
そ
の
行
為
に
以
功
す
れ
ば
、

ぞ
れ
以
降
の
引
凶
十
人
民
行
寸
る
ト
f

邦
字
と
な
る
よ
う
な
待
段
の
市
中
仙
が
ギ
在
、
し
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
、
ゆ
末
澄
で
あ
る
と
問
、
品
川
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
将
行
ハ
ナ
一
結
成
安
打
究
院
の
問
に
相
当
医
果
関
係
り
わ
vG
こ
と
で
為
る
（
心
一

に
よ
り
汚
険
の
同
一
性
、

ι山｝
ιι
、一。び

mL）
に
よ
り
同
行
為
4tr
緩
い
ふ
づ
ま
れ
る
危
険
の
逮
続
性
、
さ
ら

り
危
険
の
述
刊
が
嘆
か

れ
る
、
：
ζ

に
よ
わ
、
「
の
阪
の
同
質
性
」
が
決
心
さ
れ
る
の
と
あ
る
、

な
お
、
行
為
者
の
犯
し
バ
－
刈
は
、
判
附
占
有
ハ
判
／
「
二
I
L

考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
n

け
ピ
し
、
先
行
一
コ
二
史
上
為
の
性
的
別
M

は
、
容
続
的

状
況
の
み
な
ら
ず
、

C
A
M－
者
の
犯
行
計
調
を
J

臥
提
と
し
な
け
れ
ば
、
①
の
十
市
川
欠
性
や
／
ら
の
果
障
害
性
古
川
川
断
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
υ

ま
た
、
犯
行
計
百
円
を
従
来
の
渋
川
吠
N

と
し
ゃ
も
の
で
な
く
、
一
段
告
を
前
提
？
ご
し
て
て
の
共
体
化
を
一
小
し
～

γも
の
」

ζ

限
定
す
J

る
も
｝
／
一
で
、

寸
断
資
料
こ
し
つ
、
よ
り
明
絡
に
位
仰
や
つ
け
る
こ
と
が
叶
け
す
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
拠
え
り
は
、
五
行
行
A
刊
に
光
七
一
9
4
0
枚
目
r川J
、
宇
品
本

全
体
主
4
f＼
こ
と
で
足
わ
る
と
し
行
見
解
と
も
ム
nF双
ず
る
c

か
J
う
な
県
南
」
乞
先
行
ず
と
き
、
先
行
す
る
行
持
と
山
接
的
結
果
惹
担
行

ρ店I;1去半：1iii) 1; c;c) 17il [201つ百J



為

一
述
の
r
j
為
」
で
あ
コ
ピ

一
例
の
実
行
行
為
三
可
抗
J
C

れ
る
こ
と
に
な
る
v

従
来
、
時
司
的
・
地
問
的
近
政
件
は
一
連
の
行
為
す
判
断
了
J

る
卜
で
、
独
り
し
丈
基
刊
と
し
し
品
に
ツ
れ
る
こ
と
が
多
か
う
た

昨
日
ヘ
ド
一
一
治
的
方
法
、
に
土
hv
傷
d

古
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
時
判
的
‘
場
所
的
近
4
1
什
が
裂
に
求
さ
れ
な
い
知
明

15め
る
ハ
す
な
？
？
り
、
段
階

的
に
行
為
か
反
復
さ
れ
る
こ
と
で
、
構
成
女
作
実
現
の
現
実
的
む
険
性
が
兵
什
附
さ
れ
る
類
別
に
あ
っ
て
は
、
か
よ
弓
な
「
川
4
4
A
M

れ
は
必
要

不
可
欠
で
な
く
、
武
次
伐
に
考
嘉
手
れ
る
安
芸
に
一
ど
い
わ
て
よ
い
；
考
え
九
れ
る
u

~） 

以
L

、
絞
殺
行
為
の
連
吟
な
い
し
一
山
崎
州
一

vm係
記
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
法
法
性
も
ほ
拙
’
疋
さ
れ
る
〈
寝
前
一
、
不
法
士
徴
去
す

る
一
晴
氏
以
件
｛
H
E
J
N
E
Y
Z
E
E）
て
は
、
違
法
判
断
の
段
指
て
不
法
を
積
極
的
に
収
提
づ
け
る
必
史
が
あ
る
－
す
な
わ
ち
、
情
成
史

件
f
d当
事
実
在
判
断
の
対
象
と
し
つ
つ
、

山
失
業
的
な
同
心
拙
か
ら
、

HmvuJ仰
な
広
川
他
判
断
を
お
こ
ん
品
、
つ
こ
と
に

J
U
7
iも
、
弘
一

hM必
件
C
段
潜
で
一
連
の
わ
JAニ
ー
し
判
断
一
三
れ
た
実
’
打
行
品
店
、
光
行
ず
る
行
為
「
凶
捻
的
な
結
果
若
起
行
為
L

分
け
ら
わ
、
前
者

が
実
行
心
を
了
部
分
と
し
亡
、
比
悦
占
抗
日
目
実
汀
の
終

i
部
分
と
し
て
位
向
つ
け
ら
れ
一
や
d

メ
の
料
、
両

E
は
ね
別
な
市
下
結
の
な
い
限
り
、

同
心
在
会
・
囚
家
的
規
範
に
ば
｛
二
よ
A
hり
、
と
も
に
亮
法
C
あ
る
と
い
う
法
的
評
怖
が
可
陪
で
お
ろ
う
じ
け
だ
し
、
午
、
行
の
ピ
匂
7
に
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川
げ
ら
れ
丈
禁
止
・
命
令
規
範
は
、
長
行
の
品
川
v
f
い
川
け
、
つ
れ
1
7

一社

4u
・ノ市八
μ
中市川紀いいい
u
M

仙川

ι
ま
れ
て
お
り
、
論
型
的
に
J

川
、
、
同

で
な
日
れ
ば
な
り
な
い
か
ら
で
あ
る

か
よ
ニ
J

h

L

、J
て、

速
の
行
為
」

の
惜
叶
に
は
、

J
n一
法
段
階
に
お
け
る
反
転
定
反
性
に
あ
コ
て

よ
U
一
述
で
あ
る
と
い
う
一
γ

司
怖
を
一
刊
誌
に
す
る
の
で
あ
る
。

五

ド
山
、
わ
h
J
に

本
一
机
で
は
、
主
配
的
い
い
～
目
前
に
よ
っ
〈
司
一
以
河
係
の
針
決
心
間
程
と
さ
れ
一
二
千
す
ぎ
丈
結
果
発

1
t
の
事
例
dv一
援
用
し
つ
コ
、
構
成

パ
有
汗
「
訟
当
川
河
川
刊
断
に
お
い
じ
る

淫
の
一
心
片
付

わ
意
義
宮
山
明
A
什
し
？
、
き
た
〈

そ
、
」
で
川
町
ら
か
に
ヨ
ノ
セ
古
川
は

「
速
の
行
為
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史
的
な
判
断
枠
r純
で
あ
る
し
午
、
れ
は
、
（
山
構
成
支
件
訟
巾
性
の
次
江
で
、
同
一
不
川
外
r
d走
行
行
九
が
3
0
つ
現
実
的
危
ぬ
性
が
阿
賀
で

も
n判

れ
る
い
世
小
‘
九
叩
メ
l
川
品
約
が
ア
、
ノ
イ
い
の
匂
ー
か
っ
終
P

ー
ま
で
河
で
あ
り
、
t
J

か
ー
へ

一Dl
 
m
 

8
 

王
、
す
丹
、
つ
三
三
丸
山

u
u

z
j
f
l
t
v
y
、

；

ま
た
、
、
五
銭
（
同
日
検
討
に
つ
い
と
も
結
査
L
U
J

る
必
安
が
あ
う
っ
。
こ
れ
ら
の
間
決
に
つ
い
て
は
、
ム
マ
伐
の
検
討
課
辿
に
「
る
と
ζ

も
に
、
川

の
意
義
に
つ
い
ご
も
、
検
川
一o
 

v

－－j 

）
三
九
丸
山
長
＼
ニ
コ
凶一点

kf守
二
主
主
七
一

L
E
－
－
イ
ノ

b
H芳
、
で
之
、
ホ
ト

L

r
E
F－
－

f
j
v
f

百
利
l
F
4
4
J
／

l

y

J
，才

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
構
点
裟
件
仙
川
い
政
志
が
一
連
E
あ
る
」
こ
に
ぶ
め
ら
れ
る
J

ま
工
、
必
浅
什
広
一
計
価
の
次
む
で
は
、
行
行
為
に
川
け
ら

戸。下
4
A

一つ
p
h
）

O

J
I
t
－

－

y

I
、

し
か
じ
、

か
す
つ
な
帰
結
が
犯
罪
人
細
心
中
で
ど
の
よ
う
な
立
引
叫
ん
で
介
す
る
か
る
か
に
つ
い
℃
は
、

紙
悩
の
制
約
で
被
ー
れ
ξ
こ
v
と
が
で
一
ぎ
な
、
か
っ
た
迫
法
判
断
ん
や
罪
数
判
お
の
没
一
同
比
お
け
れ
二
一
遣
の
行
持

ム
十
パ
を
改
ぬ
て
論
じ
る
h

｝
と
に
し
た
い
c

KA間
後
、
前
日
間
則
正
「
犯
罪
前
に
お
日
る
汁
が
川
、
山
町
と
令
体
的
山
川
伺
L

刑
事
i
山ン一一

1
7
ル
比
一
弓
ヘ
ヤ

構
成
要
性
～
一
阿
当
位
一
あ
っ
て
は
、

屯
わ
ゆ
る

ク
ロ
打
ホ
ル

ι
殺
人
事
叶
一
心
は
か
、
次
の
よ
「
J
Jも
の
が
会
る
加
川
形
的
刀
法
に
よ
る

傷
害
の
事
支
に
つ
当
「
涯
の
9

為一
ιア
ご
わ
っ
て
陶
山
科
幻
｝
ふ
ん
仔
に
為
と
う
ご
～
宇
点
〈
し
r

二
三
山
MT
い
日
訓
刊
ド
ド
ー

H
一
八
日
刊
ヤ
ヘ
主
人
f

勺

七

一
五
回
目

七
判
例
某
よ
牛
肉
ハ
「
ム

』青山、
I
ι
X〆

n
B
一れ
問
問
コ
九
寸
己
、
ず
古
屋
丘
駅
ド
成
六
午

一h
に
吋
ド
／
三
川
J
hい
、
恥
引
へ
肘
井
片
山
つ
ミ
＼

〕f
l
六
号
一
ハ
一
耳
（
い
わ
ゆ
Jる
ー
了
ブ
〆
ダ
ぶ
許
吋
HJ引
一
六
一
烹
地
問
V

成

（ノ十斗
μ

一
一
＼
川
良
一
い
わ
ゆ
る
ー
シ
ャ
々

f

ィ
治
補
事
件
一
策
～
炉
判
決
工
法
法
判
断
に
あ
っ
て
は
、
首
J

党
防
治
日
乾
川
内
心
成

立
に
っ
て
主
文
立
ょ
の
円
た
も
に
の
ほ
か
、
市
民
京
μ

ほ
と
一
、
成
一
二
年
f
、
q
九日…
J
一
刊
ヘ
一
一
サ
一
立
円
民
が
え
る
界
一
一
以
転
出
む
場
而
て

は
、
併
べ
口
完
日
一
包
折
一
足
心
境
m
p
吉
川
口
戸
つ
け
ノ
v
叫
ん
け
は
一
会
ぶ
わ
け
ぬ
一
と
め
こ
か
不
｛
か
が
田
mem刊
乙
宗
れ
る
こ
、
日
ふ
い

p

」
ん
ぽ
、
い

じ
品
判
同
川
文
民
仁
川
川
ヘ
ム
丹
江
判
州
叫
荒
ム
本
山
ハ
ロ
エ
戟
ヘ
L
E
X
／
D
B
↓↓八

4

1
ハ
六
）
、
市
川
古
一
円
判
叶
l
成

斗

六

ャ

一

－

以
内
九
六
へ

q
J
一
1
2
耳
、
山
川
一
一
出
一
、
成
九
年
二
汁
一
八

U
い九一川生存蕊（円
yJ4J
一
判
決
寺
川
刊
門
J

一
八
右

J

川廿
d

H

J

な
Y

「

一
り
＼
什
叫
が
囚
で
も
、
「
円
l
J
J
M
た
吋
京
発
庁
は
、
円
く
h
J
J
J
詩
｛
り
部
で
検
討
さ
れ
f
d
hん
に
こ
L

え
ば
、

J
h
m
で
ん
い
は
f
札
談
刑

法
杉
本
刷
－
山
J

）
一
附
f

ノ

〕

仁

コ

l
、
ト
打
、
竹
久
間
ル
惜
別
法
に
お
げ
る
事
尖
の
お
誤
附
八
一
）
六
八
戸
、
。
許
一
へ
、

一、n
i

h

川
甘
い
川
市
e

J

引
土
足
以
講
弐
港
北
（
？
…
”
一
五
九
へ
胃
、
、
サ
琴
凶
与
ア
”
y
L店
前
害
総
論
ヘ
汚
川
十
）
九
八
円
以
ヘ
ト
ヘ
坂
イ

烹
M
品
目
ピ
成

牛

月二一川

H
判一時

牛

汀
九
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市
住
概
一
説
一
総
論
一
ペ
リ
向
山
A

4

r

U

〉
二
二
貞
刀
「
お
よ
び
川
工
口
、
明
久
同
博
一
訂
正
総
論
三
一
J

山1
ハ良い

へA
一

K
L川
、
ご
れ
ム
心
判
例
の
詳
制
に
つ
い
て
は
、
亙
村
正
一
「
甲
主
コ
～
結
束
十
／
パ
起
に
J
L
t
」
古
八
何
日
尽
か
前
t
k
四
六
九
三
号
ヘ
寸
問
）

寸
い
J

仏

、

l
午
敬
一
「
わ
ゆ
る
H

－3
き
た
構
成
要
作
実
現
！
こ
結
果
心
憎
幅
一
板
合
京
湾
1

七
日
符
祝
賀
人
前
士
為
一
円
一
ハ
）
一
f

ヘ白川

lh
下
、
佐
藤
拓
同
f

「；「ぎ一
ι
総
秒
、
広
件
孝
一
況
に
｛
い
二
法
子
比
一
川
リ
ー
丈
闘
士
ハ
一
九
号
店
i

一
ハ
F

二
一
ヘ
ノ
員
以
下
士
参

m
さしれ
r

－い

（
ご
し
た
が
う
て
、
技
判
－
町
ば
、

7
附
；
北
村
岡
本
が
JF仙
戸
川
一
に
よ
り
す
と
山
ケ
究
明
し
た
渇
心
」
、
週
火
に

12AM
治
県
惹
起
が
問
担
に
な
G

－Lhj一、」

1
イ
ソ
川
JU
異
に
は
ぷ
殺
マ
了
怜
罪
小
J

規
定
J
F
N

存
作
1
d
h
r
v
か
ら
で
あ
φ

一
行
＼
不
円
は
、
阪
ヰ
討
中
机
抗
不
能
に
一
一
る
行
為
L
L
y
l
小
（
り
設
引
日
品
川
り
叫
に
、

J
｝円
m委
任
以
に
討
ち
え
山
一
品
何
J

九
が
お
山
さ
h
t
d
た
p

f
p
J

）
木
件
、
い
評
判
ー
こ
し
て
、
店
円
心
行
放
ん
非
に
お
け
7

竺
士
行
の
p

士
珂
手
」
刑
法
判
例
県
民
総
論
一
時
J
W
同
版
信
州

r
q）
六

民

以

ュ

一
え
、
十
九
什
句
評
釈
〕
）
ゲ
（
三
一
市
州
以
川
一
↓
ぎ
と
」
rp成
ヅ
ヘ
件
の
人
十
六
日
刊
に
つ
い
て
川
ャ
一
七
七
μ

f

J

F

七
」
一
問
、
川
前
惇
一
同
i

す

v
J

三
階
戒
宣
件
j

九
日
午
」
研
修
六
八
ヘ
サ
へ
じ
」
二
古
川
以
、
安
巴
泊
人
長
声
J

の
計
千
と
い
ず
ぎ
ん
結
束
発
生
L

干
成

1
2
i茂
主
判

ry

ご

五

μ
で
円
、
旦
〔
同
五
滝
川
中
古
ノ
刊
の
岩
手
と
り
ご
ぎ
ご
桁
呆
心
会
？
と
写
wmロ
ヲ
ン
ャ
7

ナ
ル
二
号
（
一
ー
コ
（
二
一
円
に
い
ね
戸
、

橋
爪
限
殺
人
持
の
実
行
0
4
何
子
と
H
十）
y
F
七
一
相
次
些
件
実
現
に
お
け
る
殺
人
民
淀
の
い
収
匹
ジ
ユ
け
J
J

ス
ー
一

H
T
J

（
川
下
一
八
一
一
同

店
、
山
町
い
伸
文
一
五
行
〔
い
若
手
こ
い
ナ
す
ぎ
た
荷
l
円
安
佐
宍
一
号
」
法
学
－
胡
弓
一
一
〈
L

二
4

川
ヨ
一
市
l

九
一
一
ハ
一
）
三
h
（
仏
、
、

r木
正
、
け
一
辰

吉
札
ド
北
町
川
J

判
例
解
点
曹
町
古
九
告
ハ
リ
市
九
一
一
九
一
八
九
｛
円
以
ト
、
佐
い
引
止
排
一
村
人
見
nk
市
デ
刊
の
若
手
持
引
！
、
4
4

す
お
P

」
結
果
の
そ

斗
一
バ
ト
志
吐
法
、
子
↓

5

J

（
ヰ
二
、
ど
立
川
一
円
以
卜
、
店
之
口
了

V
一一J
Y
J
L
L
糾
来
〈
1
J

発
牛
刑
ー
批
判
叫
ん
川
選

l
u品川諭

FMmwIC日

l
二

ぺ
J

一
一
べ
－
hHhhqyコ
ρ占
mYQι

（Q
～
伊
蕊
波
小
林

Jγ
、
山
閉
山

F
L＃
作
成
州
山
午
典
官
凹
桁
人
ア
ク
ヰ
？
マ
ル
町
民
訴
訟
昨
示
J

七
」
ず
一
山
一
一
ム
阿
｝
は
、
か
、
ホ

ト
な
収
品
裁
の
判
断
は
、
手
、
七
の
右
手
時
別
勾
刊
断
午
市
1
1

｝
）
て
の
f

i

む
f
l

川
訟
に
も
っ
L

も
企
致

rAW
」
が
れ
る
れ

一、刊

y
、

ι
前
例
泊
円
巧
ー
ん
主
ハ
門
勺
九
百
円
お
よ
び
一
丸
山
ハ
貝

一川
J

＼
久
川
一
化
人

d
u
市
計
し
民
六

L官
主
刊
斗
七
日
以
ー
し

戸
刊
れ
）
ペ
円
宗
に
（
J
R
，
人
市
洋
貴
州
一
構
枝
川
久
行
の
段
間
的
充
足
乙
故
ー
＝
の
帰
高
（
）
」
山
形
六

γ法
以
前
ぷ
川
つ
り
♀
l

九一

fL円以
h

一
、
刊
日
ド
ペ
l

J

て

ほ

っ
L
Tさ
行
結
果
A
古川
fJ

ど
、
わ
心
M
U
が
れ

Fh為
川
実
行
で
い
ノ
ザ
叫
が
r
J
L
P
人釘

Ez－－
h
っ
／
h
ソ
ム
可
お
よ
口
弘
行
ハ
付
FJ
し

ず
れ
idjも
だ
h
J

二
一
穎
却
に
「
泣
け
と
、
制
別
的
に
考
察
r
1
A
V
阿
見
解
も
あ
る
れ
↓
出
与
の
兄
鮮
と
じ
＼

T
E
A
S
－りぺ【一
y
印。ァ
2
2
N
E
E
d
一J
I
V
寸山門
i
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一勺何年～
f
Z
3
d
2〕4

4
〔

F

u

p
民
「
忍
む
丘
団
コ
y

p
ヨ
オ
一
プ
ヨ
コ
プ
間
戸
】
ア
g
f
m
f
E
P
2
rプ
＼
戸
↓
vJf
〉

F
Z
T
M（、
c
f
叩
ニ
官
こ
の
市
で

山
川
、
お
七
有
1
第一

F
J
A
の
U
川
川
三
点
’
と
～
場
九
、
丙
柄
本
町
一
U辺
の
非
木
自
的
な
注
脱
に
戸
一
ノ
》
一
T
ょ
い
と

hoJ
る
）
他
方
、
ド
来
は
結
束
し
y
芝山中一

を
す
る
子
え
の
川
県
行
弘
治
せ
ず
、
第
行
為
の
み
J

終
了
L
h
j場
介
、
犯
行
引
直
上
、
あ
一
行
必
が

T
怯
段
階
丹
、
あ
れ
ば
構
成
山
洋
実
現
居

世
を
欠
く
た
め
、
故
意
技
室
内
vqρ

肯
♂
を
負
わ
な
い
J

ず

今

し

か

14
、
第
行
込
山
友
芳
”
は
倍
に
仁
一
τ
一L
て
い
れ
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